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アーカイブされた史資料を活用した研究・考察の実践 

    ～琉球国の祭祀儀礼道具の研究から～ 

 

                                            沖縄美ら島財団 

                                            首里城公園管理センター 

                                            上江洲安亨（博士（芸術学）） 

１． 今日の講義の骨子 

①首里城内の年中行事における共飲儀礼の考察 

②琉球漆器の円形二段食籠の木地構造に関する考察 

③琉球国の御玉貫・御玉垂に関する考察 

④近世期に琉球国へ導入された工芸品の製作技術 

⑤近世期に琉球国で工芸品に使用された原材料に関する考察 

 

２．講義内容 

 ①首里城内の年中行事における共飲儀礼の考察 

 ・首里城を中心とした王府の年中行事 

正月から十二月までに 90行事 

  年中行事を行う主体を①男性官人中心の表の儀礼（69事例）、②女神官中心の内の儀礼（9事例）、③男性官人・女神官が参加した表・内

双方の儀礼（15事例）に分類。 

  年中行事・儀礼の由来区分を①中国系儀礼（12事例）、②大和系儀礼（25事例）、③琉球固有（7事例）、④宗教（仏教）（30事例）、⑤宗

教（神道）（8 事例）、⑥琉球固有信仰（15 事例）、⑦農耕儀礼（12 事例）、⑧共飲・飲食儀礼（30事例）、⑨その他・不明（5 事例）の 9



種に分類。 

  共飲儀礼が 30 事例もあり、表の儀礼・内の儀礼として男性官人・女神官双方が参画する行事が多かったが、雍正 7（1729）年に共飲儀

礼の 14事例が廃止・縮小となり、特に 13事例は女官への下賜儀礼（御佳例御盆）が廃止され男性官人中心の儀礼となる。 

 ・首里城内の共飲儀礼 

  美御前揃三御飾御規式の儀礼 

  正月元日・正月十五日・冬至・首里城重修完成・国王元服（事例としては尚泰王）等の国家的慶事 

  道具立の分類→①御印箱一具・②御印請臺一具・③黒漆卓・④御開印吉書一枚・⑤君使官一具・⑥御拂子・御團羽各一具・⑦御籠

飯一具・⑧御菓子盆（大）（中）（小）・⑨金之フイハン御盃一具・⑩流臺一具・⑪銀脚杯六脚・⑫托付銀鋺二脚・⑬朱漆卓二脚・

⑭御酒椀一具・⑮御玉垂（御玉貫）四基・⑯酒椀六基 

 

南風御殿御規式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 『圖帳 當方』「三御飾御規式之時御座御飾之圖」 

鎌倉芳太郎資料 沖縄県立芸術大学所蔵 

南風御殿において国王及び家臣団との共飲儀礼 

五節供の儀礼 

七日節供（人日・一月七日）→正殿下庫理 

三日（上巳・桃の節供・三月三日）→1671年より南殿 

五月五日（端午の節供・五月五日）→1671年より南殿 

八朔（八月一日）→1671年より南殿 

九日（重陽の節供・九月九日）→1671年より南殿 

※七夕は入っていない。 

・このうち、御籠飯（円形二段食籠）と御玉貫が少ないなが

らも複数現存事例や古写真が残っており、比較による器

形・製作仕様による編年が可能。 



 

書名 成立・編纂年代 編纂責任者 備  考 

『中山世鑑』 1650年 羽地朝秀 『琉球神道記』・『保元物語』・『平治物語』の影響あり。 

『中山世譜』 

（蔡澤本） 

1697～1701年 蔡澤 蔡澤が『中山世鑑』を漢訳補訂したもの。 

『中山世譜』 

（蔡温本） 

1724～25年 蔡温 蔡温が父蔡澤が編纂した『中山世譜』を改修したもの。『明実録』を抄録した汪楫著『中山沿革志』の影

響あり。 

『球陽』 1743～45年 鄭秉哲等 編纂後も 1876年まで仕次（書き継がれる）される。政治・経済・外交の記事だけでなく、気象・天変地

異・善行美談・伝承記事もある。 

『琉球国由来記』 1703～13年 向祐等 琉球王国最大、最古の体系的な地誌。王府の公式行事、官職制度、諸事の由来、王城と首里の御嶽・祭

祀、王陵、泊村・那覇の由来記、久米村の旧記、寺院、地域の御嶽・祭祀等の記録を収録。 

『琉球国旧記』 1731年 鄭秉哲等 『琉球国由来記』の誤りと補足を行い漢文に書き改めた地誌。 

『おもろさうし』 1531～1623年  琉球最古の歌謡集。祭祀儀礼の場で謡われる「おもろ」を編集掲載している。 

『歴代宝案』 1424～1867年  琉球王国の外交文書及び文案を集成したもの。中国・朝鮮・東南アジア諸国との外交文書、約 5700文書

を収録。 

『家譜』 1689年～  1689年に系図座設置。士族各家から系図座に家譜原案を提出。事実関係を精査し公印が押され、1部は

系図座・1部は各家で保管。定期的に仕次（更新）もなされた。 

 琉球王国の史書・編纂物



歴代宝案 

（一
六
八
六
） 

琉球王国歴代の外交
文書を集成した漢文
史料。 

琉球と中国の明・清
王朝や、朝鮮、シャ
ム・ベトナム・ジャワ・
スマトラ・マラッカなど
の外交文書が記録さ
れている。 

外交文書の収録期間
は、琉球王国統一前
後の1424年から崩壊
直前の1867年の443
年におよぶ。 

第1集49巻。第2集
200巻。第3集13巻。
目録4巻。別集4巻。
全270巻。編纂され、
250巻が現存する。文
書数にすると約5700
文書。 
中国の朝貢国で大量
に外交文書が残って
いる類例は琉球しか
ない。 
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型式分類調査のイメージ

製作時期
が古い 胎土 :白色

器形 :幅広でふくよか

図像 :蝶 口花など。図像が大きい

高台 :模様あり

胎土 :白色だがやや赤みがある。

器形 :月同部がやせる。

図像 :花のみ

高台 :模様あり。図形の大きさは退化。

赤

胴

花

模

土

形
像

台

胎

器

図

高

みのある胎土に変化。

部はさらにやせる。

のみ。図像の大きさは退化。

様なくなる。

胎土 :茶褐色の胎上。

器形 :月同部はさらにやせる。

図像 :図像はなくなる。

高台 :模様なくなる。製作時期
が新しい
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正殿変遷のイメージ

15世糸己頃 17世紀後半 18世紀初頭

18世紀前半
18世紀中頃～



月 祭事 内容 儀礼・祭事の区分 変更が確認できる事例 変更内容

１元日米蒔
元日の早朝に御庭の龍柱の左右に白砂を敷く（由・旧・式） 表の儀礼

琉球固有か

２御簾掛

元日に百浦添御殿（正殿）に五彩色の鶴亀、松竹、鳳凰、牡丹
の画簾を飾る。元日に新しい画簾に掛け変え通年、掛け置かれ
る（由・旧）

表の儀礼
中国系儀礼

３辺戸之御水且吉方
  御水献上

十八世紀初頭
年末に辺戸の水を獻上し御照堂に保管。元日早朝、その年の吉
の方角の水（浦添・西原・首里・識名のいずれかの湧水）と混
ぜて献上する（由・旧・女）
十九世紀末
国王が精進し、御日之御前・御火鉢之御前（おせんみここ
ちゃ）・御額字（皇帝御書扁額）に参拝。聞得大君御殿より辺
戸から献上された水が献上され国王を、その水でお撫でする
（聞）

表・内双方の儀礼
日本系儀礼

御照堂より辺戸の
水献上され吉方の
水を混ぜ儀礼を行
う（十八世紀初
頭）
聞得大君御殿より
辺戸の水獻上（十
九世紀末）
変更時期不明

４楽器飾并音楽
元日に御庭に楽器を飾り置き、午前四時頃から六時の間に三
回。午前八時から正午の間に三回演奏する（由・旧）

表の儀礼
中国系儀礼

５御佳例御盆

元日に芋の御汁・団子・赤飯・飯を大台所から御内原へ献上す
る（由・旧）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球・旧）
雍正十（一七三二）年に出仕の官員に素麺を賜う（球）

内の儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年廃止。
雍正十年内容変更
か

規模・内容の見直し

６社参

元日に御庭で四拝を行い、波の上から円覚寺までの社寺に参詣
して、首里城に戻ってくる。社参の人数は三百十一人（由・
旧・式）

表の儀礼
宗教（仏教・神道）
儀礼

７御印披
元日に御印披御物の目録が作成され、三司官が御朱印を押し、
国王が閲覧する（由・旧・式）

表の儀礼
中国系儀礼

８朝拝御規式

元日に御庭で国王・諸官がその年の吉の方角に焼香する（由・
旧）
康煕五十八（一七一九）年、吉の方角に焼香する儀礼を冬至と
同じく北向き（子之向）に変更する。近世末期も北向きの儀式
で継続して行われている（球・式）
国王が正殿二階の唐破風の間に着座して、王妃・諸官が国王に
対して焼香を行う（由・旧）
近世末期には王妃の焼香が無くなり、三司官を筆頭に焼香を行
う（式）
儀礼終了後、御庭で参加者に酒が振る舞われる（大通（オトー
リ））（式）

表の儀礼
日本系儀礼の要素有
（一七一九年以前）
中国系儀礼の要素が
強くなる（一七一九
年以降）
共飲・飲食の儀礼

康煕五十八年に吉
方から子之向に変
更

表１
首里城における一年を通じた儀礼・祭事

正
月



９御照堂御拝

元日に朝拝御規式終了後、国王が三司官等を円覚寺御照堂へ派
遣し拝礼をさせる（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

10南風御殿の出御

元日に御照堂御拝終了後、南風御殿（南殿）で国王が出御して
世子・世孫・王子衆・三司官衆等に酒を賜う（由・旧）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

11下庫理の出御

元日に南殿の出御の儀礼が終了後、国王が正殿下庫理（一階）
に出御し、美御前揃三御飾の儀式を行い、世子・世孫・王子
衆・三司官衆等へ酒・茶を賜う（由・旧）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

12毎月朔日・十五日
  御拝

毎月元日・十五日に世子・世孫・王子以下の諸官が首里城に登
城する。また午後八時に御庭の左右で夜番が御日・御月御前と
正殿に向かって拝礼をする（由・旧）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表の儀礼
琉球固有か

雍正七年に廃止 廃止

13初御年日
正月の国王の誕生日と同じ日にちと正月初七日に御嘉例御盆を
大台所から御内原へ献上する（由・旧）

内の儀礼
琉球固有か
共飲・飲食の儀

14三番出仕

王府には三番出仕という三交代制の勤務体系（丑、巳、酉番）
があり、年始の初出仕に酒を賜る。また、この時は朝衣朝冠を
着用する（由・旧）

表の儀礼
琉球固有
共飲・飲食の儀礼

15御印飾並御美腰
毎月元日、十五日、御印と御剣を正殿に飾る（由・旧） 表の儀礼

琉球固有か

16初行幸

国王は吉日を選び百官を率領し首里森御嶽・園比屋武御嶽を拝
礼の後に円覚寺・天王寺・天界寺へ行幸する。行列には路地楽
と鳴火矢を用いる。康煕十一（一六七二）年、三日に定め鳴火
矢を廃止する（由・旧・球）
雍正七（一七二九）年、国王の行幸を二日とし、三日に王妃・
翁主等の婦女の拝謁に変更する（球）

表の儀礼
宗教儀礼（琉球固有
信仰・仏教）

康煕十一年、日程
の変更。鳴火矢の
廃止
雍正七年、日程の
変更。国王と王妃
等の婦女の拝謁日
の分離

日程・内容の変更

17配帙献上
王府の禅寺が元旦から三日まで祈念した配帙を国王に献上す
る。但し、慈眼院だけは大美御殿に配帙を献上する（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

18七日節供

七日、国王が下庫理の玉座（御差床）に出御して節供の儀を行
う。親見世より御鏡餅三飾・御酒樽一荷（糯米・醴酒）が進上
される。禅家衆・聖家衆出仕する（由・旧・聞・女）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

19御盆献上

七日、元日の御佳例御盆の献上と同じものを大台所から御内原
へ献上する（由）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

内の儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に廃止。 廃止

20御祈祷
十一日から十三日までの三日間、正殿大庫理（二階）に聖家
（真言宗）の僧侶に祈祷をさせる。五月・九月にも同じ祈祷を
行う（由）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

正
月



21楽器
十五日、元日の楽器飾並音楽と同じく、正殿御庭に楽器飾と演
奏を行う（由）

表の儀礼
中国系儀礼

22御盆献上

十五日、元日の御佳例御盆の献上と同じものを大台所から御内
原へ献上する（由）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

内の儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に廃止。 廃止

23社参
十五日、元日の社参と同じ内容の社寺参詣を行う（由） 表の儀礼

宗教儀礼（仏教・神
道）

24朝拝

十五日、国王が琉装で正殿唐破風の間（二階中央）に着座して
諸官は御庭で御拝する。正殿下庫理（一階）では元日の下庫理
の出御と同じく三御飾の儀式があり、国王にお酒・お茶を献上
して、そのお流れを諸官が賜る（由）

表の儀礼
中国系儀礼
下庫理出御以降は日
本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

25御照堂御拝
十五日、元日の御照堂御拝と同じく、国王が三司官等を円覚寺
御照堂へ派遣し拝礼をさせる（由）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

26南風御殿の出御

十五日、元日の南風御殿の出御と同じく、御照堂御拝終了後、
南殿で国王が出御して世子・世孫・王子衆・三司官衆等に酒を
賜う（由）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

27御参詣

吉日を選び国王が弁財天堂、弁ヶ岳、末吉宮、観音堂、識名宮
へ参詣する（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教・神
道・琉球固有）

28御甲子祈念

円覚寺、天王寺で甲子ごとに国王の健康・子孫繁栄等の御祈念
が終日行われ、翌朝に御配帙を献上する（由・旧）
また正月初めの甲子の日に七社の祝部がその年の吉の方角の神
社で、合同で祈念を行い、仏餉を国王に献上する（由・旧）
雍正六（一七二八）年に廃止される（球）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教・神
道）

雍正六年に廃止。 廃止

29王城での御甲子御
  拝

甲子の日の戌の刻に夜番の役人と二庫理（旧記では下庫理）の
役人が御庭の左右で正殿に向かって御拝（三十三拝が二度、九
拝が一度）を行う。尚豊王代には寅（東北）の方角を拝んだ
（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（神道）
十七世紀前半は琉球
固有の儀礼だった時
期ありと推定

30辺戸・今帰仁・知
  念・玉城御タカベ

正月に日を選んで当役・勢頭役を辺戸・今帰仁・知念・玉城に
派遣し祈願させる。内容は国王の健康・子孫繁栄・五穀豊穣・
唐・大和・離島への航海安全祈願等（由・旧）
辺戸・今帰仁の御タカベは雍正七（一七二九）年に廃止される
（球）

表の儀礼
琉球固有信仰

雍正七年に廃止。 廃止

31恵日御拝
毎月三十日（小月は二十九日）に円覚寺へ、毎月二十八日に安
国寺へ恵日の御拝をする（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

正
月



32百人御物参

正月・四月に日を選んで三平等の大あむしられ等の神女達、役
人で聞得大君御殿、首里殿内、首里城（城内の十御嶽と御当
蔵）、園比屋武御嶽、国中城御嶽を巡礼する。（由来記・旧
記・女官御双紙には前夜、真壁御内で夜のオタカベがあるとあ
る）（由・旧・女）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰

33御竈清

大台所、御当蔵の竈清めは、正月十一日・五月三日・九月十九
日に僧侶（旧記には護国寺の僧）が読経して御幣で竈を清める
（由・旧）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

内の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼

雍正七年に廃止。 廃止

34毎月朔日・十五日
  出仕

毎月一日・十五日、世子・世孫、王子・按司、三番の三司官・
御物奉行、申口吟味役・当番の親方以下朝衣朝冠で出仕する
（由）
国王のため、火の神の御前（おせんみこちゃ）へみはなと御五
水（酒）を供え、御たかへを唱え御拝する（女）

表の儀礼
琉球固有

35久高島行幸

二月に麦が初熟の時、隔年一度、国王は久高島に聞得大君達と
ともに行幸する。行幸のない年は弁ヶ嶽へ行幸し、久高島に拝
礼する。但し、康煕十二（一六七三）年に、この行幸の儀は当
役が代参することに改められる（由・旧）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰
※康煕十二年国王行
幸廃止

康煕十二年に、国
王行幸から当役代
参に変更

変更

36麦穂祭

王府が日を選んで各間切の根所でノロが祭祀を行う。真和志・
南風原・西原間切から麦穂八結が首里城に献上され、出仕の役
人に酒を賜う。現在の二月ウマチーにあたる（由・旧・聞・
女）

表の儀礼（首里城）
各間切ではノロも参
加した儀礼
琉球固有信仰
農耕儀礼
共飲・飲食の儀礼

37春秋祭祀
崇元寺に主祭官を派遣して、仲春・仲秋（二・八月）の上旬の
戊の日に中華の祭礼を行う（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
中国系儀礼

38長月御タカベ

二月中に日を選んで正月・四月に実施する百人御物参と同じ祭
礼を実施する（由・旧・女）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰

雍正七年に廃止。 廃止

39彼岸

春分（二月）・秋分（八月）に禅家の僧を首里城書院に呼び、
齋宴を賜う（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼

40三日

三日、大台所から御内原へ御僅例御盆と同じ料理とよもぎ餅を
献上する。円覚寺から桃の花が献上される。国王が南殿・御書
院に出御し、世子・世孫、王子及び三司官以下の役人は朝衣朝
冠で日本風の礼で出仕する。国王に酒を献上し、そのお流れを
賜う。また南殿では茶も賜う（由・旧）
康煕十（一六七一）年に南殿・書院となる。それ以前は下庫理
で実施していた（由）
御僅例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

康煕十年に下庫理
より南殿・書院に
儀礼場所を変更
雍正七年に御僅例
御盆のみ廃止

儀礼開催場所の変更
一部廃止による縮小

正
月

二
月

三
月



41麦大祭

王府が吉日を選んで麦大祭を行う。内容は麦穂祭と同じ。現在
の三月ウマチーにあたる（由・旧）

表の儀礼（首里城）
各間切ではノロも参
加した儀礼
琉球固有信仰
農耕儀礼
共飲・飲食の儀礼

42四品御物参

三・八月に吉日を選んで百官を以って各所の諸神に祈願をさせ
る。祈願の内容は国王の長寿、子孫繁栄、五穀豊穣、唐・大
和・離島航海の諸船の安全祈願（由・旧）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰

雍正七年に廃止。 廃止

43四度御物参

三・八月に吉日を選んで十四人一組を九組編成し、九つの拝所
に派遣して四度の御拝を行う。祈願の内容は国王の長寿、子孫
の健康、五穀豊穣、唐・大和・離島航海の諸船の安全祈願
（由・旧・女）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰

雍正七年に廃止。 廃止

44一日更衣
四月一日より九月三十日の間、夏衣を着用する（由・旧） 表の儀礼

45山留

四月一日より五月三十日の間、大風による作物の被害を恐れて
斎戒するということから、鳴物等や竹木・芭蕉・茅・葦の伐
採、川で魚を捕る、女性が海辺で遊ぶことを禁止する（由・
旧）
雍正七（一七二九）年に禁令を廃止する（球）

表の儀礼
農耕儀礼

雍正七年に廃止。 廃止

46知念・玉城行幸

四月に稲が初熟の時、隔年一度、国王は知念・玉城に聞得大君
達とともに行幸する。但し、康煕十二年（一六七三）に、この
行幸の儀は当役が代参することに改められる（由・旧・聞・
女）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰
※康煕十二年国王行
幸廃止

康煕十二年に、国
王行幸から当役代
参に変更

変更

47畔払（アブシバ
  レー）

王府が吉日を選び、諸間切でその日が吉の人を吉の方向に向わ
せて畔の草を払わせる（由・旧）

表の儀礼
農耕儀礼

48御状渡

南殿で国王が薩摩へ派遣する年頭使に書状を授ける。この時に
国王に献上された酒のお流れを蔵衆・与力まで賜る（由・旧）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

49四月八日（灌仏）
八日の釈迦の誕生日に仏像等に甘露水をそそぐ行事の例から円
覚寺、天王寺、天界寺の僧が浴水を国王に献上する（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

50五月五日

五日、国王が南殿に出御して三月三日と同じ儀式を行う。御台
所から御内原へ御佳例御盆と同じ料理と、かしわ餅が献上され
る。円覚寺からは菖蒲が献上される（由・旧）
康煕十（一六七一）年に南殿となる。それ以前は下庫理で実施
していた（由）
御佳例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

康煕十年に下庫理
より南殿に儀礼場
所を変更
雍正七年に御僅例
御盆のみ廃止

儀礼開催場所の変更
一部廃止による縮小

三
月

四
月

五
月



51御祈念
五月に日を選んで正月十一～十三日に行った御祈祷と同じ祈祷
を正殿大庫理（二階）で聖家（真言宗）の僧を呼んでさせる

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

52稲之穂祭

五月に日を選んで北殿において三平等の大あむしられ等が祭祀
を行い稲の成熟を祈願する。その後、国王が正殿下庫理に出御
し、美御前揃之御規式を行う。おもろも謡われる。国王が入御
（退出）後、官員に稲穂・酒が賜る。真和志・南風原・西原間
切から稲穂が首里城御内原に献上され、出仕の役人に酒が振る
舞われる。各間切の根所でノロが祭祀を行う。現在の五月ウマ
チーにあたる（由・旧・女）

表の儀礼（首里城）
各間切ではノロも参
加した儀礼
琉球固有信仰
農耕儀礼
共飲・飲食の儀礼

53勅書迎

進貢使節団が帰国すると、那覇港の迎恩亭で皇帝からの勅書及
び下賜品を龍亭に乗せ、首里城に運ぶ、国王は御庭で出迎えの
儀式を行う（由・旧）

表の儀礼
中国系儀礼

54大世之閉開

六月一日の前日の午前二時頃、城内の門を開き、福神を招き入
れる（由・旧・女）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表の儀礼
日本系儀礼か

雍正七年に廃止。 廃止

55稲大祭

六月に日を選んで稲大祭を行う。内容は稲之穂祭と同じ。但し
稲の成熟を祝う儀なので稲穂の献上は行わない。現在の六月ウ
マチーにあたる（由・旧）

表の儀礼（首里城）
各間切ではノロも参
加した儀礼
琉球固有信仰
農耕儀礼
共飲・飲食の儀礼

56年浴之事

吉日を選んで収穫された新米を食べて祝う。時の大屋子が吉の
方角の二ヶ所の湧水を汲んできて献上する（由・旧）
御台所から御内原へ御佳例御盆が献上される。
御佳例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表の儀礼
農耕儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

57御誕生日

国王の誕生日を祝う。御嘉例御盆二通（御食・炊飯）が御台所
より御内原へ献上される。諸士は位階昇進が言上される。王
子・按司・三司官等に御料理を賜る（由来記・旧記編纂時の尚
敬王の誕生日が六月十九日のため）
御嘉例御盆二通は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
※六月実施は尚敬王
期のみと考えられ
る。
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

58七夕行幸

七日に、国王が円覚寺、天王寺、天界寺、大美御殿へ行幸し、
先王の御拝を行う（由・旧）
雍正七（一七二九）年に七月十四日に変更する（球）
七日に、久米村の官員長史等七名で正殿下庫理（一階）におい
て国王の衣冠を陰干しする（由・旧）
雍正七（一七二九）年に久米村の官員による陰干しを止め、當
官が行う。但し長史は督理のため登城する（球・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
※七夕は本来中国由
来だが『由来記』編
纂の史官は日本由来
と認識。

雍正七年に三ヶ寺
の国王行幸を七月
七日から七月十四
日に日程変更
国王衣冠の陰干し
を久米村官員中心
から下庫理當へ担
当を変更

日程の変更七
月

五
月

六
月



59御施餓鬼之事

十三日に円覚寺、天王寺、天界寺で先祖の霊を迎え、十四日円
覚寺で祭祀を行う（由・旧・女）
康煕五（一六六六）年、名代を三司官から王子に改める（由・
旧）
康煕七（一六六八）年、祭祀の実施場所を方丈の庭から方丈の
階下正面に改める（由・旧）
康煕七年、天王寺の祭祀を十四・十五日両日から十五日の一日
に改める（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

康煕五年、円覚寺
の祭祀の名代を三
司官から王子に変
更
康煕七年、祭祀の
実施場所を方丈の
階下に変更
天王寺の祭祀日程
の変更

名代（派遣者）・祭
祀場所・日程の変更

60忌日
先王・先妃の命日に円覚寺、天王寺、天界寺で供養の祭りを行
う（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

61年忌

先王・先妃の御年回忌に当る年の七月に天王寺、天界寺に茶屋
を建て、国王・諸官が参詣して御拝礼を行う。また薩摩の在番
奉行等も招待する。この時に首里・那覇の踊りも披露する
（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼

62八朔

一日に、国王が南殿に出御して三月三日と同じ儀式を行う。御
台所から御内原へ御佳例御盆と同じ料理が献上される（由）
康煕十（一六七一）年に南殿となる。それ以前は下庫理で実施
していた（由）
御佳例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

康煕十年に下庫理
より南殿に儀礼場
所を変更
雍正七年に御僅例
御盆のみ廃止

儀礼開催場所の変更
一部廃止による縮小

63十五夜

十五日の夜に、夜番の役人が御庭で拝礼を行う。御台所から御
内原へ三日御酒が献上される（由・旧）
雍正七（一七二九）年に廃止される（球）
乾隆三十四（一七六九）年に復活する（球）

表・内双方の儀礼
中国系儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に廃止
乾隆三十四年に復
活

廃止された後、復活

64赤飯丘登之事

赤飯の夜、柴差の夜に時の大屋子一人宛、奉神門・右掖門・美
福門・島添（西）アザナに登り、城内の吉凶の兆しを見る。ま
た、この夜は鐘を撞かない（由・旧）

表の儀礼

65柴指

柴指の日の早朝、御庭中央の浮道より桑やススキを指し、城内
中にも指す。また中城御殿・聞得大君御殿・各御殿にも指す
（由・旧）
御台所から御内原へ御佳例御盆が献上される。御佳例御盆は雍
正七（一七二九）年に縮小される（球）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

66九日

九日、国王が南殿に出御して三月三日と同じ儀式を行う。御台
所から御内原へ御佳例御盆と同じ料理が献上される。円覚寺か
らは菊花が献上される（由）
康煕十（一六七一）年に南殿となる。それ以前は下庫理で実施
していた（由）
御佳例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

康煕十年に下庫理
より南殿に儀礼場
所を変更
雍正七年に御僅例
御盆のみ廃止

儀礼開催場所の変更
一部廃止による縮小

八
月

九
月

七
月



67御祈念
九月に日を選んで正殿大庫理（二階）に聖家（真言宗）の僧を
呼んで祈祷をさせる。内容は正月・五月の御祈祷と同じ（由）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

68麦初種手・米種
  子・二百人御物参

麦の初種蒔きの日は、玉城雨粒（雨辻）御嶽や、他の御嶽・火
の神に勢頭・筑登之を派遣して御拝をさせる。同じ日に米の種
子を拵え置き、諸間切村々で田植えに備える。三年に一度、聞
得大君御殿で祭礼の後、首里殿内で、国王が鍬をうち、聞得大
君が糸を紡ぐ儀礼を行う。康煕十二（一六七三）年に国王の行
幸を取り止め百人物参親方が代参する（由・旧・女・球）
道光二十四（一八四四）年頃、国王行幸の復活が検討される
（評）

表・内双方の儀礼
琉球固有信仰
農耕儀礼

康煕十二年に、国
王行幸から百人物
参親方代参に変更
道光二十四年に国
王行幸の復活を検
討。但し復活した
か不明

変更

69種子取
九月ないし十月の立冬の前後に各間切村々で稲の種子を蒔く
（由・旧）

表の儀礼
農耕儀礼

70普天間御参詣
国王が普天間に参詣し、無病息災を祈願する。還幸時に龍福寺
で先王神主に拝礼を行う（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（神道・仏
教）

71一日更冬衣
十月一日より三月三十日の間、冬衣を着用する（由） 表の儀礼

72竈廻
十月一日より寒気が増し、火を多く使うので失火の用心のため
竈を点検する（旧・女）

内の儀礼
宗教儀礼（神道）

73粟初種子
十月に王府が日を選んで諸間切に通達して粟、豆種子を畑に蒔
かせる（由・旧）

表の儀礼
農耕儀礼

74上表渡
国王から中国皇帝へ上表する書簡（上表文）に琉球国王印を捺
印して、渡唐する進貢使節団に渡す儀式（由・旧）

表の儀礼
中国系儀礼

75渡唐衆御茶飯

船子達が正殿御庭中央の浮道で綱を作り、おもろ親雲上達が
「おもろ」を謡う。進貢使節団に料理・酒を賜い、国王謁見の
儀式を行う（由・旧）

表の儀礼
中国系儀礼
琉球固有信仰
共飲・飲食の儀礼

76新早植
十一月に王府が日を選んで諸間切に通達して稲の苗を植えさせ
る（由・旧）

表の儀礼
農耕儀礼

77冬至

冬至に御庭で北極を拝む儀式を行う。儀式の内容は正月元旦の
朝拝御規式とほぼ同じ（由・旧・女）

表の儀礼
中国系儀礼
共飲・飲食の儀礼

78御照堂御拝

冬至の日に正月元旦の御照堂御拝と同じ儀式を行う。また御台
所から御内原へ御佳例御盆と同じ料理と砂糖団子が献上される
（由）
御佳例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

表・内双方の儀礼
宗教儀礼（仏教）
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

十
一
月

九
月

十
月



79御状開

南殿で薩摩から帰国した年頭使が薩摩側からの書状を捧げる。
この時に国王に献上された酒のお流れを蔵衆・与力まで賜る。
国王退出の後、茶も賜る（由・旧）

表の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

80向早植
十二月に王府が日を選んで諸間切に通達して稲の苗を植えさせ
る（由・旧）

表の儀礼
農耕儀礼

81仏名会

八日から九日まで北殿で真言衆の僧が相揃い経を読む。中日
（九日）に国王が正殿下庫理に出御する場合もあり、その時は
真言宗の僧が下庫理で儀式を行う（由・旧）
雍正六（一七二八）年に北殿から護国寺に会場を移す。

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

雍正六年に首里城
北殿から護国寺に
会場を移動。

儀礼開催場所の変更

82鬼餅

大台所から御内原へ御嘉例御盆と餅が献上される。現在の鬼
ムーチーにあたる（由・旧）
御嘉例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

内の儀礼
琉球固有
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

83掃煤之事
十五日以降、日を選んで首里城内の煤払いを行う（由・旧） 表の儀礼

日本系儀礼

84歳暮

二十七日に歳暮の御祝礼を行う。国王は南殿に出御する。国王
に献上された酒のお流れを出仕の官員が賜る。国王退出の後、
茶も賜る。また二十八日にも国王は南殿に出御して禅家・真言
宗の官僧が出仕する儀式があり、僧達は茶を賜る（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

85年末の御年日

十二月の国王の誕生日と同じ日にちに大台所から御内原へ御嘉
例御盆を献上する（由・旧）
御嘉例御盆は、雍正七（一七二九）年に廃止される（球）

内の儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆廃止

廃止

86歳末配帙献上

二十二日及び二十三日以降に日を選んで円覚寺等の禅宗寺院で
歳末の御祈念を三日行う。内容は正月に国王へ配帙を献上する
行事と同じ（由・旧）

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

87天界寺年籠

三十日と冬至の前日に天界寺で天壇の御拝が行われる。三司
官・御鎖側・正議大夫・長史・那覇官長等、唐之礼拝を行う
（由・旧）
雍正七（一七二九）年に朝晨の演礼とし寺に宿泊する礼を止め
る（球）。

表の儀礼
宗教儀礼（仏教）

雍正七年に宿泊演
礼から朝晨演礼に
縮小

祭祀場所の変更

88宮宮年籠

三十日の夜、波上・沖・末吉・天久・安里八幡・普天間の各神
社に親雲上・筑登之等十七名の御拝人員を派遣して年籠を行
い、国王の長寿・国土安全・五穀豊穣等が祈願される。
雍正七（一七二九）年に廃止される（由・旧・女）

表の儀礼
宗教儀礼（神道）

雍正七年に廃止 廃止

十
一
月

十
二
月



89除夜御年玉餅並御
  嘉例御盆

三十日の夜に大美御殿から鏡餅が献上され、大台所から御内原
へ御嘉例御盆が献上される（由）
御嘉例御盆は、雍正七（一七二九）年に縮小される（球）

内の儀礼
日本系儀礼
共飲・飲食の儀礼

雍正七年に御佳例
御盆のみ廃止

一部廃止による縮小

90御身葉民御願
国王の長寿を祈願するため、国王の親類の官員が正月に吉日を
選んで願掛けをし、十二月末まで行う（由・旧）

表の儀礼

凡例：本表の中で各史料を以下のように省略して表記した。
『琉球国由来記』＝由。『琉球国旧記』＝旧。『琉球国王家年中行事　正月式之内』＝式。『聞得大君御殿并御城御規式之御次第』＝聞。『女官御双紙』
＝女。『球陽』＝球。『評定所文書』＝評

十
二
月



②琉球漆器の円形二段食籠の木地構造に関する考察 

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠 

製作年代 15～16 世紀 

外面の髹漆：黒漆  加飾：沈金 

沈金模様：菊・鳥・蝶・蜻蛉・虻・

蟷螂・七宝繋・縦横線紋 

久米島にある黒塗菊花鳥虫沈金丸外

櫃（沖縄県指定有形文化財）と沈金

仕様が酷似している。 

沖縄美ら島財団所蔵  

沖縄県指定文化財 

朱漆吉字紋牡丹唐草七宝繋沈金食籠 

製作年代：18～19 世紀 

外面の髹漆：朱漆 加飾：沈金 

沈金模様：牡丹・吉字紋・青海波紋・

七宝繋紋 

琉球国王尚家関係資料（那覇市蔵）：

朱漆巴紋牡丹七宝繋沈金御籠飯（国

宝）の沈金仕様と類似し、木地構造

は、ほぼ同一である。 

沖縄美ら島財団所蔵 

黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠（甲盛・肩） 
朱漆吉字紋牡丹唐草七宝繋沈金食籠（甲盛・肩） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    八巻の後頭部 

八巻の後頭部を覆う部位。薄い板をずらしな

がら人間の後頭部に沿うように成形されて

いる。 

伊是名玉陵 公事清明祭 

右下に朱漆箔巴紋食籠の複製品が使用され、花

米が身上段に直接入れられている。 

朱漆巴紋牡丹唐草七宝繋沈金足付盆 

    沖縄美ら島財団所蔵 

 目視で確認された捲胎技法 

足付盆修理の時に確認された。 

土井菜々子氏撮影 



現存する円形二段食籠（12事例）について、透過 X線調査・目視調査等により、①樹種・②髹漆・③加飾・④図案・⑤法量・⑥甲盛の構造・

⑦蓋肩の構造・⑧蓋側面の構造・⑨身上段見込の構造・⑩身上段側面の構造・⑪身下段見込の構造・⑫身下段の側面の構造・⑬身尻の構造・

⑭高台の構造の比較考察を行った。 

 

・針葉樹系の木材を使っている。天明元（1781）年迄は鹿児島の船頭が自由に杉板を商売していた。天明元年以降、杉板販売に制限 

・沈金仕様が 15～17 世紀の A タイプ（花鳥図中心）・18～19 世紀の B タイプ（家紋・牡丹唐草）に分かれるが、木地構造は 15～19 世紀迄、

ほとんど変化がなく、捲胎・曲輪を使った複雑な構造。 

・木地構造に大きな変化がないことから、Aタイプと Bタイプは同じ工房で伝統的に技術が継承されて製作されたことが分かる。 

・Aタイプは精緻な沈金仕様により中国漆器研究者から明代の中国漆器の可能性を指摘されていたが、琉球製と判明。 

・沈金仕様の変遷が、花鳥図中心から巴紋のような国王家の家紋・牡丹唐草中心になることで女神官中心から男性官人中心の祭祀儀礼道具へ

と変化。 

・課題として、捲胎技法の琉球伝播経路がまだ不明。おそらく中国か。 

・現在、鍔が捲胎の丸盆・皿の類似した中国漆器と琉球漆器の事例を比較して捲胎技法のルーツが中国ではないか分析作業を始めている。 

 



№ 資料名 画像 区分 樹種 外面髹漆 加飾 図案 法量 甲盛 蓋肩 蓋側面 身上段見込身上段側面身下段見込 身下段側面 身尻 高台 備考

1
黒漆菊花鳥虫七宝
繋沈金食籠
（図版1）

A 針葉樹系 黒漆 沈金

菊・鳥・
蝶・蜻蛉・
虻・蟷螂・
七宝繋・
縦横線紋 高38.5×

径33.1

ドーム形
状の矧板
構造
（矧板に
対し直角
の刻線
有）
臍組無
し・平矧

捲胎 曲輪
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪 捲胎 曲輪

調査方法：透過Ｘ線・目視
久米島にある黒漆菊花鳥
虫沈金外櫃（県指定文化
財）と沈金仕様が酷似。
沖縄美ら島財団所蔵
沖縄県指定有形文化財

2
黒漆孔雀牡丹唐草
沈金食籠
（図版13）

A 針葉樹系 黒漆 沈金

孔雀・牡
丹・縦横
線紋・山
形波紋

高36.7×
33.6

ドーム状
の矧板構
造
臍組無
し・平矧

捲胎 曲輪
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪 捲胎 曲輪

調査方法：透過Ｘ線・目視
浦添市美術館所蔵
浦添市指定有形文化財

3
黒漆牡丹唐草沈金
食籠
（図版14）

A

針葉樹
系・杉材
の可能性
が高い

黒漆 沈金
牡丹・縦
横線紋

髙29.5×
径33.3
（参考）

ドーム形
状の矧板
構造
（矧板に
対し直角
の刻線
有）
臍組無
し・平矧

捲胎 曲輪 欠損 欠損
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪 捲胎 曲輪

調査方法：透過Ｘ線・目視
身上段が欠損。
沖縄美ら島財団所蔵

4
黒漆葡萄栗鼠沈金
食籠
（図版15）

A
針葉樹系
か

黒漆 沈金
葡萄・栗
鼠

髙30.0×
径34.5
（参考）

ドーム状
の矧板構
造
臍組無
し・平矧

捲胎 曲輪 欠損 欠損
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪 捲胎 曲輪

調査方法：目視
身上段が欠損。
沖縄美ら島財団所蔵

5
黒漆牡丹七宝繋沈
金食籠
（図版16）

A 針葉樹系 黒漆 沈金

牡丹・七
宝繋紋・
縦横線
紋・波線
紋

高39.3×
34.1

ドーム状
の矧板構
造
臍組無
し・平矧 捲胎 曲輪

矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪
矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪 捲胎 曲輪

調査方法：透過Ｘ線・目視
沖縄美ら島財団所蔵
沖縄県指定有形文化財

6
朱漆吉字紋牡丹唐
草七宝繋沈金食籠
（図版2）

B 針葉樹系 朱漆 沈金

吉字紋・
牡丹・青
海波紋・
七宝繋紋

高37.3×
径36.7

ドーム状
の矧板構
造
（矧板に
対し直角
の刻線
有）
臍組無
し・平矧

捲胎
引き曲
げ

矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ
矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ 捲胎
引き曲
げ

調査方法：透過Ｘ線・目視
朱漆巴紋牡丹七宝繋沈金
御籠飯（尚家資料）の沈金
仕様と類似し、木地構造
は、ほぼ同一である。
沖縄美ら島財団所蔵

琉球の円形二段食籠の髹漆・沈金加飾と木地構造の変遷
　　　　　　　　表１



7
朱漆巴紋牡丹七宝
繋沈金御籠飯
（図版17）

B 針葉樹系 朱漆 沈金

巴紋・牡
丹・青海
波紋・七
宝繋紋

高38.5×
径36.6

ドーム状
の矧板構
造
（矧板に
対し直角
の刻線
有）
臍組無
し・平矧

捲胎
引き曲
げ

矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ
矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ 捲胎
引き曲
げ

調査方法：透過Ｘ線・目視
国宝尚家資料
那覇市所蔵

8
朱漆巴紋牡丹唐草
七宝繋沈金食籠
（図版18）

B 針葉樹系 朱漆 沈金

巴紋・牡
丹・青海
波紋・七
宝繋紋

高37.6×
径35.9

ドーム状
の矧板構
造
臍組無
し・平矧 捲胎

曲輪
（引き
曲げの
可能性
有）

矧板構造・
臍組無し・
平矧

曲輪（引き
曲げの可
能性有）

矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ 捲胎
引き曲
げ

調査方法：透過Ｘ線・目視
今帰仁御殿旧蔵
沖縄県立博物館・美術館
所蔵

9
朱漆家紋牡丹七宝
繋箔絵食籠
（図版19）

B 針葉樹系 朱漆 箔絵

変一引両
紋・牡丹・
青海波
紋・七宝
繋紋

高37.5×
径36.4

ドーム状
の矧板構
造
（矧板に
対し直角
の刻線
有）
臍組無
し・平矧

捲胎
引き曲
げ

矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ
矧板構造・
臍組無し・
平矧

引き曲げ 捲胎
引き曲
げ

調査方法：透過Ｘ線・目視
沖縄美ら島財団所蔵

10
朱漆箔巴紋食籠
（図版10）

B 不明 朱漆 箔絵 巴紋
髙35.0×
径30.4

矧板構造
か

捲胎
引き曲
げか

矧板構造
か

引き曲げか
矧板構造
か

引き曲げか 捲胎
引き曲
げか

調査方法：目視
伊是名村銘苅家所蔵

11
朱漆食籠
（図版11）

C 不明 朱漆 無し 無し
髙18.8×
径27.0
(参考)

欠損 欠損 欠損 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物

調査方法：目視
本村家旧蔵
宮古島総合博物館所蔵

12
食籠
（図版12)

C 広葉樹系
ほぼ欠
損
不明

欠損
不明

欠損
不明

髙37.0×
径31.7

挽物 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物 挽物

調査方法：目視
かつて祭祀道具として使
用。現在新規製作した道
具に交代。
君南風殿内所蔵



③琉球国の御玉貫・御玉垂に関する考察 

・現存する御玉貫 9事例、蓋のみ現存 1事例、古写真の御玉貫・御玉垂 4事例、絵図資料に描かれた御玉貫・御玉垂 3事例で比較考察 

・御玉貫には、ガラス小玉 6個繋ぎの Aタイプとガラス小玉 4個繋ぎの Bタイプ、ガラス小玉 4個繋ぎで格子状に繋いで編む Cタイプに区分 

・ガラス小玉 6 個繋ぎは奄美伝来の「玉ハベル」にも見られる。名嘉家御玉貫・尚家御玉貫（小）・鎌倉古写真中城御殿御玉貫 3 事例は 6 個

繋ぎの古琉球期タイプ。図案が六弁花。 

・ガラス小玉 4個繋ぎは首里城御玉貫・浦美御玉貫・県博御玉貫・銘苅家御玉貫等 7事例。銘苅家御玉貫は王府より下賜が同治 9（1870）年

にあった基準資料。図案が巴紋の家紋中心。 

・銘苅家御玉貫には紫色のガラス小玉使用。尚寅創設の宜野湾御殿家の御玉貫にも紫色のガラス小玉使用（鎌倉芳太郎『沖縄文化の遺宝』解

説）。19 世紀末の特徴。尚家の御玉貫（小）（大）の蓋部分に紫色ガラス玉使用。身部分に紫色ガラス玉は無い。蓋と身の年代が違うこと

が明確に判明。特に御玉貫（小）の身は 6個繋ぎの古琉球期タイプ。 

・ガラス小玉 6個繋ぎから 4個繋ぎへ、この変遷とともに図案が六弁花中心から巴紋・家紋中心となる。祭祀儀礼道具の保管管理も女神官か

ら御道具當等に変化。使用は下庫理當等の男性官人中心となる。 

・御玉貫は中国から移住した人物が製作を伝えたとの伝承があり、ガラス小玉の鉛同位体分析では中国華南省由来の鉛を使用した鉛ガラスが

多く使われたとの分析結果がある。しかし類似したガラス小玉で覆った酒器の事例は中国にも他地域にも今のところ確認されていない。 

・課題→ガラス小玉を連ねた装飾品は世界各地に事例はあるが、酒器のような容器を覆った事例は無い。→インドの現代工芸品には事例有。 

    前近代の事例の確認が必要。琉球の御玉貫の伝播ルートの解明の手がかりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名嘉家伝来の御玉貫 

伊是名村 

緑字巴紋御玉貫 

美里御殿伝来 

沖縄県立博物館・美術館所蔵 

黄色地巴紋御玉貫一対 

銘苅家（伊是名村） 

尚家御玉貫（小）蓋 

那覇市歴史博物館 



表 1

NO 区分 資料名 画 像 使用日的のイl定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鉛の比率 ガラス Iの色

1 A 緑地御 玉貫
一対

図版 1「緑地御玉貫一対J(イ.嘉家伝来)

図版12
高台はガラス■4個 を繋ぎ編んでいる。

地色の緑色は青生・薄緑色・濃緑色等不揃い。

図版 卜 1底裏に尾の長い巴紋 を鋳出。

図版13
身胴Ji部 はガラスエ6個 をす声ぎ編んでいる。

地色の緑伍は不揃い。

③使用 目的

伊平屋阿母加那志か ら国王・王妃・聞得大君等への献上酒を入れる祭祀儀本し道具。

②技術的な特徴
身の地色の緑伍は濃緑色 と薄緑色、青色透明が混在 し、ガラス玉の形状、寸法は不揃いである。

蓋側面・身はガラス■6個 を繋ぎ編んでいる。 高台はガラス玉4個 を黙ぎ編んでいる。
ガラス玉6個紫ぎの編み方は奄美の玉ハベル (参 考 1等 )の一部、御玉貫N02と 身胴 上部 と類似 している。

(製作上卜1藍 の根拠 )

身胴上部に六弁花紋 (小)4、 身胴張部に六弁花紋 (大 )4の構成は御玉貫N02と 玉の配色は違 うが類似。

導こ・房飾は破 l貴がひ どく欠損 した部分あ り。おそ らく島内で破損 と修理 を繰 り返 した と思われ る。

房飾のみ方形の編み方を行つてお り、鎌倉古写真 の宜野湾御殿 の御玉員No14と 編み方が類似 して見える。房

飾のみ後世修理によ り編み方が改変 した可能性 も考えられ る。

③文 i献・伝来等か らの考察

名嘉家は伊平屋阿母加川
`志

職 を代々娘継 ぎで輩出 している。

伊平屋阿母加那志は康熙6(1667)年 までは隔年で首里城に上国 していた。
17世紀前半か ら中期まで宮古大阿 鳳・人重山大阿母 も隔年で首里上国 してお り、御玉貫を使 った献上儀礼 を

行つていた。伊平屋阿母加那志の首里 L国時の献上儀礼でも御玉質を使用 していた と思われ、康熙64卜以前か

ら御玉員を所持 していたと思われ る。

伊平屋阿母力Π那志が首里に上国 し就任儀ネしを行ったのは康熙 14(1675)・ 45(1706)年 。 ,7世紀中期～ 18世

紀初頭の段階で既に王府から御 :に貫を下賜 され使用 していた と思われ る (製作下限)。

錫 43%:鎗 57%程度 青色透ゲ〕・黒色・濃
緑色・薄緑色・白
色・平し白色・黄色・

赤色鉛 ガラス以外の材質

育色・ 学L日 色糸 アプフ
スに鉛 ガラスではな
い材質存在

底裏の紋章等

荼の有賞【
底裏に尾の長 い巳紋

を鋳出す る。

蓋残イ了

地 色

イt定 される製作年代
鶏

身

緑色

緑色

61よ紀後半～18世紀初頭
御玉貫N01は、ガラス玉6個繁ぎで製作 されている玉ハベル との製作仕様の類似性か ら製作上限は16世紀後半

まで遡ると思われ る。

伊平屋阿鰍加訓
`志

は隔午で首里に上国 していたが康熙6(1667)年に停 止。それまで上国時には御玉貫を用い

た国王等への献 ヒ・Ⅲ例があつた。但 し口王の慶事 と阿母加那志職の代替 り時の謝思のみ波海 を詐 され る。

『 女官御双紙』 (康 熙45(1706)～ 52(1713)年 編纂)に伊 平屋阿母加那志の就任儀礼で国王・ ]「妃・ 聞得

大君に御酒を市代上す る道具 として御玉貫の使用が記録 されている。 この就任儀札は『 女官御メ文紙』編纂 FJ近

の康熙 14(1675)年 か、康熙45(1706)年 と考 えられ る。
舜正4(1726)年 、声ュヽ事や代誉 り‖+の訪i恩 波海 も停止。御玉貴使用の献上鶴ネしは無 くなる。その後王府か ら阿

殿加 ,ll志へ御玉貫等の下l易は無かった と考えられ る。『 女官御双紙』の御酒献上が御玉貫NO Iであれば製作年

代の下限は康熙45年 とな り、17世紀後半か ら18:L紀 初頭に製作 された もの と思われる。

ただ し、玉ハベル との類似性か ら製作 L限 の 161と紀前半の可能性が高い と考える。

法 量

総扁320
身高271275
口径545
胴径 103～ 105
胴・ 高台接合部径
75～ 77
高台高43
底径985

所歳 等

Tl希家 (サ rスL第
'

Nα 区分 資料 J々 田flイ来 使用日的の推定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鉛の比率 ガラス上の色

2
A

B

身

蓋
御玉賞

(′卜)

図版21
1A裏に尾の長い三巴紋を鋳ど毛

図版井3

占台はガラス玉1個を槃ぎ編んでいる。
地色の緑色は水色・背緑色等不揃い。

図版22
身胴上部の拡大画像
ガラス玉6個 を繁 ぎ編んでいる。
地 色の緑色は水 伍・ 背緑色等不揃い。

図版2 「御玉貫 (小)J

図版24
房飾には紫色のガラス玉を使用。

①使用 目的
工府祭祀 もしくは首里周辺の高級神女の儀礼道具 として使用 されたものと思われ る。

②技術的な特徴
身の地色の緑色は緑 色と背緑色が混在 し、ガラスIの形状、寸法は不揃いである。

黒色のガラス:にか らマンデン検出。
誌側面・房はガラス玉4個を繋ぎ編んでいる。高台はガラス玉 41封 を繁ぎ編んでいる。

身胴 上部はおおよそガラス玉6個 を繋ぎ編んでいる。
ガラス玉6個槃ぎの編み方は奄美のエハベル (参 考2)や御玉貫N01の 身胴 に部 と類似 している。

身胴 上部に六弁花文 (小)4、 身胴張都に六弁花文 (大 )4の構成は御玉貫卜olと 玉の配色は逮 うが類似。

身胴 下部の黄色廻線 の下部は不定形に槃ぎ編んでいる。
房飾に紫色のガラス■こを使用。銘苅家伝来の御玉貫 と同 じく19世紀末期の特徴を有 している。

論側面 '房 と身ЛΠ上部のガラスIの繋ぎ方が果な り、房には19世紀木期の特徴である紫色のガラス玉の使用

もあることか ら誌 と身は別の御玉質だつた と思われ る。

③文献・伝承等か らの考察

尚家伝来の御玉貫であるため、]i府 の祭祀儀礼で使用 された道具 と思われ るが、身は巴紋が無いことか ら国
王家の祭祀儀礼道具ではなく首里周辺の高級ⅢⅢ女の祭祀催礼道具 として使用 された ものが後午尚本家に集積

された可能性 も考えられる。

錫63%:鈴 37%卜J:贋 (k色
色・

色・

色

・ 青緑 色・水

透明・ 黄 色・赤

白色・ 黒 色・紫
鈴 ガ ラス以外 の材質

全 て鉛 ブブラス

底裏の紋章等

龍の布無
F氏 装に巴桜 を鋳 IIIす

る。

蓋残

「lllし 恭と身は別の御
玉貫だつたと思われ
る。

地 色

イ
`定

される製作年代
蓋 :緑色

身 :緑色

身 :16世紀後半～18世紀初頭

身は名嘉家の御工員 N。 1と 編み方が類似 していることか ら製作時期が近い と思われ るため、16世紀後半が製作
上限で、製作 下限は名嘉家の御玉賞N01の 181し紀初頭頃か。
ただ し、王ハベル・御玉貝No lの ガラスIの編み方の類似性か ら161L紀後半の製作上限の可能性が高い と思わ

れ る。
恭 :19世紀後半
蓋は製作時期が明確 な銘苅家の御玉貫N08や、宜野湾御殿の御 工貫No 13と 同 じく紫色のガラスIが使用 されて

いるので1870年代前後に理作 されたもの と思われ る。

法 曼

総扁317
身高274
口径54
,1径 112

1同・ 高台接合部径77
高台高43
1氏径97

所蔵 等

'll親

市歴史博イ//J郎

尚家資料



NO 区分 資料″l 画像 使用目的のイt定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鉛の比率 ガラス玉の色

5 B 三[貫 錫瓶

図版51
底喪に工瓜の巴紋を点亥1。 墨書で 「美
lとl御殿」 とある。

図版5「玉貫錫瓶 J

図版52 身月l司 上部の拡大画像

ガラス玉4個を繋ぎ編んでいる。

①使用 目的

美里 (大宜見)御殿の儀礼道具 として使用 されたもの と思われ る。

②技術的な特徴
胴 上部にE「T瓜の中に巴紋有 り。底裏にも工瓜の中に巴紋を点刻で表現 している。

底裏の五瓜巴紋が鋳出ではな く魚 々子打ちで他の底裏に巴紋がある御I玉 員と仕様に相連がみ られ る。

身の地色の緑 色は緑色・青色・青緑色が混在す る。ガラス玉の形状、寸法 も不揃いである。

身頸部の亡I色 の廻線 上部のガラス玉は不定形に黙ざ編 んでいる。

身胴部・高台はガラス玉4個 を黙ぎ編んでいる。

③文献・伝承等か らの考察
工瓜の中に巴紋は大生見御殿の紋章の図様 と一致す る。大宜見御殿の旧称は美里御殿である。

尚貞I第四男尚紀美里王子朝禎 (1682～ 17H)力 美`里御殿創設時の17世紀末～ 18世紀初頭頃が製作の _日 l長 と

思われる。
その後、美里御殿は工世市』安の時に大宜見問切の按 司地 t,ヂlに転封。以後、大宜見御殿 を称す。製作下限は大

宜見門切転封前 と思われ る。但 し御玉員の様な染器は御殿創設時に製作す る可能性が高いため製作上限 と仮

定 した時期ではないか と考 える。
底裏の巴紋の製作仕様の違いか ら、王府下 lア,の 御玉貫ではなく、美里御殿が御殿家の祭祀儀礼のために製作

した可能性があると思われ る。

錫 45%:鉛 55%程度 乳白色・透り1・ 白
色・緑色透明・幕k
色・青緑色・青色 ,

水色・無〔色・黄色・

赤色

鉛ガラス以外 の材質

青色～綜色糸 ブジラス

に鉛 ガラスではない

材質存在
底裏の紋章等

J正の有無
履装 に れlよくの lllに巴

紋の紋様 を魚 々子打

ち している。

その にか ら美41狗I殿

と黒書布。

蓋無 し

地 色

推定される製作年代
身 :緑色

171と 紀末～ 18世紀前半

製作 と限
171よ 紀末～18世紀初頭
(1690年 代後半～ 17H年以前か )

製作下限
18世紀前半頃か

※五世朝安、大宜見問切車A封 前か

法 員

身 r,'1286

口径53
月卜]径 107
胴・ 高台接合部径

高台高45
底径 104

所蔵等

尉I縄 県 とヽlly物節・美

術館

芙里御殿伝来

Nc 区分 資料名 画像 使用目的の推定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鉛の比率 ガラス玉の色

6
錫製五色玉
‖氏子

1図 ,阪6-

l氏裏に乙字紋を
1

点亥1。

図版6「錫製工色玉瓶子 J

図版62身 上部の拡大画像

ガラス玉4個 を繁ぎ編 んでいる。

他の事例よリガラス玉の長辺を縦に

使っている部分が多い。

図版63 高台の拡大画像

ガラス■4個 を繋ぎ編んでいる。

O使用 目的
士族の祭祀儀礼道具 として使用 されたもの と思われ る。

②技術的な特徴
1何上部に丸に乙字紋布 り。

美里御殿の御玉貫 と同様にl氏 衷の紋章は鋳出 した仕様ではなく魚 々子打ちで表現 している。I府か ら下賜 さ

れた御玉貫ではなく、首里系士族が 白家の祭祀のため製作 したものか と思われ る。

高台部分の地色が白色となつてお り、他の御玉質と配 色構成にl[違 が見 られ る。

ガラスコミは孔方向に扁平な球形が多 く、球形 とは言い難い歪な形状のものもある。一部に形成時の巻上l氏 が

あるガラス玉 もある。
黒色のガラス玉か らマンがン検出。紫色ガラス玉未使用。

身顎部の黄色廻線上部は不定形に繁ぎ孝F阿 んでいる。

地色の緑色ガラス玉の色調は御玉貫No l・ 御玉貫臨2の身、御玉貫No 3～ 51こ 較べて均質である。

身・高台はガラス玉4個 繁ざで編んでいるが、斤お平なガラス玉の長辺を縦に編んでいる筒所が多々ある。

御玉貫は、地色が緑色ない し黄色で統一 され る事例が多いが身頸部・胴 上部が緑色。胴 F部が黒色。高台が

白色とい う配色 となつている。
③文献・伝承等か らの考察
乙字紋が家紋の士族については不明。伝来情報 も無 し。
‖Π上苗Iの 黄色ガラスエで拙かれた乙字紋、底裏の魚々子打ちの乙字紋か ら王府 よ り下賜 された御玉員ではな

く、工府祭祀を模倣す るよ うになった首里系士族が 白家の祭祀のため製作 した もの とか と思われ る。

錫60%:町140%程度 日也 ・ 平し日色 '様
色・背禄色
黄色・赤色

黒 色

鉛ガラス以外の材質

全て鉛 ガ ラス

底裏の紋単等

蓋の有無
底襲 に丸に乙7イXを
魚 々子打ち してい

る。蓋,離 し

地 色

推 定 され る製作年代
頸部・‖1司 L
‖Π下却 :黒
高台 :聞色

刊
色̀

飛た色

18世紀中期以降

御王貫N01～ 5の 色調が不均質な緑色ガラス玉ではな く緑色の色調が均質になつている。

御玉興N。 3・ No 4・ No 51こ 較べて胴下部の地色が黒色であった り、高台地色が自色であるな ど、これ までの御玉

貫に事支べて配色のllキャ成が異なつている。御玉貫N05ま での王府が製作 して御殿家に下貝易,し たような御玉貫では

なく、王府祭祀の文化 を士族屑が模倣す るようにな り製作された御 玉貫 と思われ、緑色ガラス玉が均質な仕

上が りになつた変化 も含めて18世紀中期以降の製作 と思われる。

法 量

身扁270～ 272
fl径52
1同 径 1027～ 103
胴・ 高台接合部径
72
高台高45
底径 104

所蔵等

沖や也県立郎物郎・美

術館



No 区分 資料名 画 像 使用目的の推定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鉛の比率 ガラス玉の色

7 B 御玉貫
(大 )

図版73
蓋頂部に紫色のガラス玉を使用。

図)仮7「御玉貫 (大)J 図版72御 玉貫 (大 )身
頸部・胴上部菱形紋・例Π

下部鋸歯紋の青色ガラス

玉、胴上部菱形紋・高台

下部の緑色ガラス玉が明

確に使い分けて使用 され

ている。

図版74 蓋側面の拡大画像
ガラス いる。

図版71
底裏に尾の長い巴紋を鋳出。

ガラス玉4個 を黙ぎ編んでいる。

(1)使 用 目的
誌は王府祭祀若 しくは御殿家の儀礼道具 として使用 された ものと思われ る。

身は王府祭祀の儀ネし道具 として使用 された もの と思われ る。

②技術的な特徴
蓋側面・房はガラス玉4個 を繁ぎ編んでいる。

身上部・高台はガラス玉4個 を繋ぎ編んでいる。
身胴下部の赤色廻線の下部は不定形に緊 ぎl厨 んでいる。
議の地色は緑色、身の地色は黄色 と第 と身で相違 している。蓋 と身は別の御玉賢だった と思われる。

御玉貫N。 1、 御玉貫N。 2の身、御玉貫 lヽo 3～ 5は水色か ら緑色 と地色が不均一であるが、御玉貫No 7は頸

部の菱形紋大、胴上部の菱形紋小、男同下部鋸歯紋内に背色ガラス玉、男同上部の菱形紋小、高台下部に

緑色ガラス玉が施 され る。明 らかに緑 色 と水色のガラス玉の色調が区別 して使用 している。緑色ガラ

ス玉の製作に関 して不均一な色調変化の課題 を克服 して、緑色・青色を識別 して製作・使用す ること

ができるようになつたもの と思われ る。

③文献・伝承等か らの考察

尚家伝来の御玉質であるため、王府の祭祀儀ネとで使用 された道具であると思われ る。 しか し蓋は丸に

巴紋なので御殿家等で使用 された御玉貫の蓋が近代以降、尚本家に集積 された可能性 もある。

未 .l,ヨ 査 黄色・赤色・緑色
水色・青色・紫色
白色・黒色・透明

鉛ガラス以外の材質

禾 調査

底裏の紋章等

蓋の有無
底裏に巴紋を鋳出す
る。

託夕完仔

但 し蓋 と身 は別
玉貫だつた と思

る。

の御
わ れ

地 色

推定される製作年代
蓋 :様色

身 :黄色

身 :18世イ¬し中期～19世 I司ヒ前半
緑色と水色ガラス玉を明確 に使い分け してお り、緑色ガラスイの色調が不均―な御玉貝No l～5(16世
紀後半～18世紀前半)よ り後世の製作で、18世紀前半以降、紫色のガ ラス玉は未使用のため19世紀後

半以前 と思われる。

『 固帳 首方』 (書写年代 1839年 。 旧『 持l帳』の記録か らす ると18世紀に遡 る)に黄色地 らしき御玉

義や、尚泰王元服時 (1857年 )に 「黄御 玉貫J使用記事があることと、緑色 と水色ガラス玉を使い分

けて使用す るようになつていることか ら少な くとも18世紀中期以降か ら19世紀前半には御玉貫No 7の

ような黄色地の御玉貫が製作 されていた と思われ る。
書i:19世イ己後半
議に紫色のガラス玉が有 り。伝来が明確 な銘苅家の御玉賞N08(製 作下限 :1870年 )・ 宜野湾御殿の

御玉貫N013(製 作上限 :1875年 )に も紫色のガラス玉が使用 されている。蓋の製作時期は19世紀後半

頃と思われ る。

法 見

総働354
身高307
口径54
胴径 H5
1同 ・高台按合部径
77
高台高56
底径■ 2

所蔵等

'll覇

市 ltr只 碑ツ節

尚家資料

No 区分 資料名 画像 使用目的のイ[定・伝来情報・形状の特徴等 瓶本体の錫・鈴の比率 ガラス玉の色

8 B
黄色地巴紋
御玉貫
一対

図版82身胴部に編まれた巴紋
黒色のガラス玉で4個繋ぎでイ輛んでいる。

図版8「黄色地巴紋御玉貫一姑」

図版83
菩:「_電 部・身顎部の紫色のガラス玉

常 。身の双方に紫色のガラス玉が

使用 されている。

図版81底裏に尾の長い巴紋を鋳出。

0使用目的
清明祭等の祭祀儀礼道具として王府から銘苅家に下賜される。
9技術的な特徴
ガラス玉は色調にばらつきがあり、黒玉には朱の筋が認められる。水色や白色にもれ,,がみられる。
身頸部の赤色廻線上部、身月司部の赤色廻線下部はガラス玉6個前後を不定形に黙ぎr品 んでいる。身胴部・高台
はガラス玉4個 を繋げて称高んでいるが、扇平なガラス玉の長辺を縦にして編んでいる箇所が多々ある。
誰頂都・身頸部に紫色のガラス王が使用されている。伊是名銘苅家の御玉貫は、王府から下ll易 された時期が
明確なことから紫色のガラス玉が19世紀後半に製作された御玉貫の特徴になると思われる (稲編20H)。
Э文献・伝来等からの考察
『玉御殿御道具帳』に記録があるため製作下[長が同治9(1870)午 と明確な記録が残され、御玉貫の基当t資料
となる。

錫 53%:鉛 47%牲度 水色・累色・黒也

緑色・赤 色・ 白色

黄色
鉛ガラス以外の材質

青色系ガ フスに鉛 ガ

ラスではない材質存

在
底裏の紋章等

=言

の有無
は製 に尾 の長 い巴イ)(

を鋳出する。

講袋イ了

地 色

推定される製作年代
訴 :貢色

身 :黄色

19世紀後半
同治9(1870)年 頃

法 量

総れ355
身高301
日径54～ 55
1同径 115～ H6
1同・高台接合部径
32
再台高45～ 47
底径 122

所蔵等

銘 苅 系 く,「是名

'



表 2

古写真・絵図にみえる御玉貢・御玉との図像

画像

図版 14「錫製酒瓶御玉貞」

図版143
身は蓋飾に覆われ明確ではないが、ガラス玉6個 繁

ざに見える。欠損 してない部分でも瓶の素地が見

える。6個繁ぎの御玉垂 N。 2も 同 じように瓶素地が

見える。

図版 141
左右のガラス玉配色

が違った蓋。

頂部と蓋側面境界の

ガラス玉の明度が異
なる。蓋の房飾 も左

右配色が違っている(

図版 142
蓋はガラス玉 4

個繁ぎ。

撮影者 :鎌倉芳太郎

所蔵 :沖縄県立芸術大学

画像・伝来等か らの情報

0ガ ラス玉の彩色

不明。

②図案
蓋上部に苺状のつまみ (中 央に一つ。周囲に工つか)。 蓋上部のつまみの下方に廻線がある
が、左側が明度が暗いガラス玉か廻線がない可能性もある。右側が明度の明るいガラス玉。
蓋側面に巴紋。房の付け根部に明度の暗いガラス玉で廻線有りか。房飾はガラス玉1個 に明度
の明るいガラス玉4個 を廻らしたひし形を三つ連ねる。図人姜構成は類似しているが房飾の菱形
紋も左右でガラス玉の明度が異なるため配色が異なると思われる。
身上部の図案は不明。巴紋のような紋章では無いようである。身胴部に廻線があり、下部に
鋸歯模様。身と高台の接合部に明度の暗いガラス玉の廻線有りか。
高台図案は判別つかず。高台中央に小さいひし形模様と最下部に廻線有りか。
③編み方
蓋はガラス玉4個 を繋げて編んでいるか。
身はガラス玉6個繁ぎで編んでいるようである。胴部は編みの密度が広く瓶兼地が見える。御
玉垂N02と 類似している。
④その他
下部の御菓子盆 (台盆)は朱塗沈金台盆。
胴部に編みが解かれガラス玉が欠損している部分有。
法量 総高325 月同径■ 0 月同・高台接合部径32 底径98

画像

図版 16… 1

宜野湾御殿の 「御玉貫」 と「錫製酒盃」 「御籠飯」

図版162
「御王貫」の房飾 胴部
ガラス玉4個葉ぎで格子状に

編まれている。

図版16宜野湾御殿の 「御王貫」

撮影者 :鎌倉芳太郎

所蔵 :沖縄県立芸術大学

画像・伝来等からの考察

①ガラス玉の彩色
「錫製の酒瓶 を緑、黄、赤、藍、紫、白、黒の玉を糸に貢いてその胴部を包み、同様の玉で

蓋を掛け」 とある (鎌倉1982)。

鎌倉は紫色のガラス玉の使用を記録 してい る。宜野湾御殿の創設時期 と、同 じく紫色のガラ

ス玉が使用 された伊是名銘苅家の御玉員の下賜時期か ら、紫色のガラス玉使用の御王貫は 19

世紀後半の特徴 と思われ る (稲 福 20H)。

②図案
盗上部に苺状のつまみ (中 央に一つ。周囲に王つか)。 蓋側面の図案は不明陳、房中央の明

雪空罫λ圏霙電粂謁鯉 腑 亀 度の暗ラ廻 線。身 と高台の接合部に明度の明るい廻線

有 り。接合部の廻線か ら身胴部の廻線に届かない鋸歯模様有 り。

高台中央に明度の明るいガラス玉 (4個 か)に よる菱形紋。最下都に明度の暗いガラス玉の廻

線有 りか。

星編警々房飾・身上部・高台の編み方はガラス玉を縦横 に格子状に編み隙問が大きく錫瓶素

地が見える。 この格子状の編み方は 「朱漆竹虎連珠沈金螺釦座屏」 (浦添市美術館所蔵)の
編み方に類似 している。

留甕8髭緒元 Qめ 年に宜野湾按司 とな り御殿家 悧 設。御殿家創設時に御玉貫裕 めた

三御飾道具が揃 えられた とすれは製作上限は光緒元年 となる。

法量 総高338 高台高58 底径 112※
※底径について、鎌倉芳太郎資料集 (ノ ー ト篇)第一巻では宜野湾御殿の御玉質の

底径に 「192」 とル ビを振 ってい るが原書を見 るとH2と 書いていると思われ る。

撮影勃所 :中城御殿

区分 : 身 :A 蓋 :B

撮影場所 :宜野湾御殿

区分 :C

Nっ

12

NO

14

画像

図版 13「錫製酒瓶御玉貫」

図版131左 右のガラヌ玉配色が違った蓋

頂部 と蓋側面境界のガラス玉の明度が異なる

蓋の房飾 も左右配色が違つている。

ガラス玉 4個繋ぎ。巴紋が編まれている。

撮影者 :鎌倉芳太郎

所蔵 :沖縄県立芸術大学

画像・ 伝来等か らの情報

①ガラス玉の彩色

不明

②図案
蓋上部に苺状のつまみ (中 央に1つ。周囲に四つか)。 蓋上部のつまみの下方に廻線がある
が、右側が明度の明るいガラス王で、左側が明度が暗いガラス玉か廻線がない可能性もあ
る。蓋側面に巳紋。房の付け根部に明度の明るいガラス玉で廻線。房はガラス玉4個 に明度の
明るい玉を巡らした大きなひし形図木́姜とガラス玉1個 に明度の明るい玉を巡らした小さなひし
形図案を交互に配置。
身上部に巴紋。身胴部に廻線があり、下部に鋸歯模様。身と高台の接合部に明度の暗いガラ
スエで廻線有りか。
高台図案は判別つかず。高台中央に小さいひし形模様と最下部に廻線有りか。
③編み方
ガラス玉4個 を槃げて編んでいる。
①その他
下部の御菓子盆 (台盆)は浮彫箔置牡丹唐草紋台。

画像

苺様の突起物装飾は久損。本部分 らしき突起が残存。

図版 15「錫製酒瓶御玉垂」

ガラス玉 4個紫ぎで菱型に編まれている。胴

部に変紋ではない巴紋が編まれている。

撮影者 :鎌倉芳太郎

所蔵 :沖縄県立芸術大学

画像・伝来等か らの考察

①ガラス玉の彩色

不明。

②図衆
議房は明度の暗いガラス玉4個 を明度が若干明るいガラス玉を廻らしひし形図案を連続させて
いるか。房の両脇は明度の明るいガラス玉を継いでいる。鶴首部に明度の明るいガラス玉を
外円とした円紋。円内部の模様は判別できない。身上部に変紋ではない巴紋。身胴下部に廻

線。廻線下部に花弁のような図条。高台図案は判別つかず。最下部に廻線有りか。
③編み方
大部分はガラス玉4個 を菱形に繁げて編んでいる。身胴下部の花弁のような図衆部分に不定形
な編み方がある。蓋は頂部の突起物が久損していると思われる。
④その他
『混効験集』に「玉だれおむきよへん 美御前揃玉すきつる御瓶」とあり、「玉だれおむき
よへん」とは、「玉だれ」はガラス玉が垂れた様子で、「おむきよへん」は、『混効験集』
の別項目に「御瓶の惣名なり」とあるので、小瓶の敬語である。
「美御前揃玉すきつる御瓶」の「美御前揃」とは美御前揃道具の一つで、「玉すき」はガラ
ス玉に糸を通した (貫いた)装飾を行った「つる御瓶」。つる瓶とは弓状の取つ手が付いた

水差状のィ酉器のこと。鎌倉古写真に画像が残る中城御殿の「御玉垂」の形状と一致する。
法量 総高320※ 胴径160か 幅86 高台高39 底径91

※画像に残る蓋・身の総高。蓋は頂部の突起物が欠損している可能性があり、本来の

総高はさらに高かつたと思われる。

撮影場所 :中城御殿

区分 : B

撮影場所 :中城御殿

区分 :B

NO

11

13



地色：青色透明・濃緑色・
薄緑色・青色

黒色・白色・乳白色・黄
色・赤色

地色：緑色・青緑色・水色

透明・黄色・赤色・白色・
黒色

地色：青色・水色・緑色

赤色・黄色・黒色。水晶玉（透
明）・勾玉（黒色）

不明

不明

地色：薄緑色・青色・緑
色・水色

黒色・赤色・黄色・乳白
色・白色

地色：青色・濃緑色・薄緑
色

透明・白色・乳白色・黄
色・赤色

地色：緑色透明・緑色・青
緑色・青色・水色

乳白色・透明・白色・黒
色・黄色・赤色

地色：緑色（半透明）・薄
緑色（半透明）

黄色（不透明）・赤色（半透明）・
白色（不透明）・黒色

地色：緑色・青緑色
№3～5より青～緑色のばらつき無し

白色・乳白色・黒色・黄
色・赤色

不明

不明

16世紀～
17世紀初頭

本体：おおよそ6
個繋ぎ

現存 奄美伝来、島津の琉球侵攻
以前に王府より下賜と思わ
れる。

B

№6錫製五色
玉瓶子（身
のみ）

身高27.0～2
口径5.2
胴径10.27～3

底径10.4

現存 蓋欠18世紀中期以降 胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

身法量の
比較

身高27.4～5
口径5.45
胴径10.3～5
底径9.85

身高27.4
口径5.4
胴径11.2
底径9.7

身高未計測
胴径11.0
底径9.8

身高27.5
口径4.97
胴径11.0
底径9.57

身高28.6
口径5.3
胴径10.7
底径10.4

身は製作年代別
Bタイプ（4個繋ぎ）のため
17世紀中期以降。ガラス玉
配色不明のため下限不明。
近世琉球末期か。

17世紀中期～19世
紀後半

蓋側面：4個繋ぎ 古写真
中城御殿旧
蔵

B

№12錫製酒
瓶御玉貫
蓋

17世紀後半～18世
紀中期

蓋側面：4個繋ぎ 現存 蓋のみ。身欠。

蓋欠
美里王子朝禎（1682～1711）、
美里御殿創設時に製作か（製作
推定上限が有力）。

B

№10黒漆螺
鈿采配（三
ツ巴紋御玉
貫の蓋付
き）

製作上限
1690年代～1711年
以前
製作下限
18世紀半ば頃か

胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存

胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存 蓋欠
宜野湾王子朝義、宜野湾御
殿創設時（1671）下賜か
（製作推定上限が有力）。

B

№5玉貫錫瓶
（身のみ）

製作上限
17世紀後半
（1671）
製作下限
19世紀後半

17世紀中期 胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存 蓋欠
琉球寄進（1649・53）の日光東
照宮の「玉灯籠」のガラス玉の
形状・色調が類似。

B

№4緑地巴紋
御玉貫（身
のみ）

B

№3御玉貫
（身のみ）

身高26.6～8
口径5.1～2
胴径10.6～9
底径10.2

胴：6個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

古写真
中城御殿旧
蔵

蓋は製作年代別
奄美伝来のタマハベルと同
じガラス玉6個繋ぎ。製作
技術は古琉球期由来。

16世紀後半～
18世紀初頭

蓋は製作年代別
奄美伝来のタマハベルと同
じガラス玉6個繋ぎ。製作
技術は古琉球期由来。

A

№12錫製酒
瓶御玉貫
身

A

参考1
タマハベル
（玉ホベル）

16世紀後半～
18世紀初頭

蓋側面：6個繋ぎ
胴：6個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存

A

№1緑地御玉
貫一対

奄美伝来のタマハベルと同
じガラス玉6個繋ぎ。製作
技術は古琉球期由来。

A

№2御玉貫
（小）身

16世紀後半～
18世紀初頭

蓋側面：6個繋ぎ
胴：6個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存

表4

御玉貫・御玉垂の製作推定年代順一覧

区分 資料名 16世紀 17世紀 18世紀 19世紀 製作推定年代 編み方
ガラス玉
色彩の特徴

資料の状態 製作年代の根拠等



不明

不明

地色：黄色

赤色・緑色・水色・青色・
白色・黒色・透明

地色：黄色

水色・紫色・黒色・緑色・
赤色・白色

地色：緑色

黄色・黒色・紫色・赤色

地色：緑色

黄色・赤色・白色・紫色・
水色

白色・白色（半透明）

黄色・薄黄色・黒色・赤茶
色・黄土色・青色

地色：緑色

緑色・紫色・黄色・赤色・
黒色・白色

身高30.7
口径5.4
胴径11.5
底径11.2

身高30.1
口径5.4～5
胴径11.5～6
底径12.2

凡例　表1：現存する御玉貫からみた製作年代の変遷（暫定）及び表2：古写真・絵図にみえる御玉貫等の図案で行った考察を元に御玉貫・御玉垂の製作推定年
　　　代順に一覧にまとめてみた。
　　　・現存資料の推定製作年代について　　　で示した。参考事例とした琉球関係のガラス玉製品は　　　で示した。古写真に画像が残る資料は配色等が不
　　　明であるが、ガラス玉の編み方や鎌倉芳太郎の記録等で考察が可能な資料だけ製作年代を推定し　　　で示した。
　　　・№11錫製酒瓶御玉貫は、鎌倉芳太郎撮影の古写真であり、ガラス玉の配色等の検討が困難である。左右の蓋の図案構成は相違しており、元は別の組み
　　　合わせだったと思われる。また身とも本来の組み合わせでないことから、製作年代の考察が難しいため本表では、比較検討の対象から外している。

光緒元（1875）年
頃

格子状4個繋ぎ 緑色・黄色・赤色・藍色・
紫色・白色・黒色（鎌倉芳
太郎の記録による。配色は
不明）

古写真
宜野湾御殿
旧蔵

尚寅の光緒元（1875）年、宜野
湾御殿創設時製作か。
製作時期が絞れるため基準資料
と位置付けられる。

身高未計測
底径11.2

津軽家旧蔵
図案の虎図が王府の工房絵師の
図案と類似。
木枠の沈金が18～19世紀の琉球
沈金の典型例

C

№14御玉貫
（宜野湾御
殿）

19世紀前半～19世
紀後半

格子状4個繋ぎ 現存

蓋側面：4個繋ぎ 現存 身は製作年代別
基準資料の№8・№13と同
じ紫色のガラス玉が使用さ
れている。

C

参考2 朱漆
竹虎連珠沈
金螺鈿座屏

蓋：19世紀後半

蓋側面：4個繋ぎ 現存 身は製作年代別
基準資料の№8・№13と同
じ紫色のガラス玉が使用さ
れている。

B

№7御玉貫
（大）蓋

同治9（1870）年、王府よ
り銘苅家下賜。
下賜時期が明確なため、基
準資料と位置付けられる。

B

№2御玉貫
（小）蓋

同治9（1870）年
頃

蓋側面：4個繋ぎ
胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存

蓋：19世紀後半

B

№8黄色地巴
紋御玉貫一
対

17世紀中期～19世
紀後半

蓋側面：4個繋ぎ
胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

古写真
中城御殿旧
蔵

『混効験集』（18世紀初頭
編纂）に御玉垂に関する記
述有り。
Bタイプ（4個繋ぎ）のため
17世紀中期以降。ガラス玉
配色不明のため下限不明。
少なくとも近世琉球末期
か。

B

№7御玉貫
（大）身

胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ

現存 蓋は製作年代別18世紀中期～
19世紀前半

総高32.0
胴径16.0
底径9.1

B

№12錫製酒
瓶御玉垂

B

№9御玉貫 身高28.4
口径5.9～6
胴径9.5～7
底径12.0

現存 個人蔵
九州国立博物館寄託

19世紀中期～後半 蓋側面：4個繋ぎ
胴：4個繋ぎ
高台：4個繋ぎ



④近世期に琉球国へ導入された工芸品の製作技術 

 ・『琉球国由来記』・『球陽』・『家譜』等にみえる工芸製作技術の伝播に関する事項のデータベース化 

 ・52項目 79事例。中国から導入を図られた事例が最も多く 33事例（時期若しくは導入した人物等の具体的な記述がある事例は 22事例） 

 ・日本・薩摩から琉球へ導入された工芸技術が導入された事例は 16事例。 

 ・導入時期が正確に伝わっていない事例が 31事例。多くは 17世紀以前、古琉球期に伝播したもの。 

・時期が明確な事例では 17世紀が最も多く 27事例、18世紀が 20事例、19世紀が 1事例。 

・同じ工芸技術の取得に対して別人が何度も派遣→琉球に入った工芸技術が途絶えた・新たな技法の導入を目的とし何度も派遣。 

・同じ人物が複数の工芸技術の導入に携わる。習得期間が短く、熟練した技術を得て帰国したか疑問が残る。 

・工芸技術取得に取り組んで帰国した功績自体が評価されるため、習得期間が短期間であったり、一度の派遣で複数習得を試みた可能性。 

・過去に取得した工芸技術に対して同一人物が再度派遣される事例無し。同じ技術取得の派遣は認められなかったのではないか。 

・中国や日本・薩摩の人間が移住して工芸技術を導入した事例もあった。 

 



の

No. 導 入 され た工 雲 技 術 等 時 期 内 容 技 術伝 播 の経 路 携 わ った 人 物 出奥

1 涼傘
由来記 巻三 財器門
球陽 尚質王一九年条

尚巴志王世代
(由来記)

康熙5(1666)年

(球陽 )

尚巴志王の世代に中国の制度が来て用いるとある(出 来記 )。

康熙5年 、毛栄清が貢使となり間で鄭思善とともに凍傘と五方旗を公銀
四十両で作らせた。 中国福州→琉球

毛栄清(喜屋武親雲上盛勝)

鄭思善

2 五方旗 康熙5(1666)年
康熙5年 、毛栄清が貢使となり間で鄭思善とともに凍傘と五方旗を公銀
四十両で作らせた。五方旗炎上後、五色の芭蕉布の旗となったとある。 中国福州→琉球 毛栄清 (喜屋武親雲上盛勝 )

来
陽

由
球

記 巻三 財器門
尚質王一九年条

3 l貴 不 明 中 国 → I爺球 記 鉢 無 し 出来記 碁 三 財 器 F弓中国の制に倣うとある。
4 漆 器 不 明 和 ,翼 の制器井用いるとあるハ 日本・中国 → 琉 球 記 述 無 し 日]来記 巷 E三 貝オ器 F電

5 貝招師 崇禎9(1636)年
国吉 (後に伊平屋比嘉を領
す )。 織の国吉と同一人物の可
台割生有り。

由来記 巻四 技術門
球陽 尚賢王元年条

乗卒貞9年 に国百が間に入りて三年滞在し、貝猪 (螺鋼)と塗物 (標漆)を

学ぶ。同14(1641)年 に貝招師となる。青貝師の始めなりとある。 中国福州→琉球

6 漆器の法 康熙2(1663)年

陸得先が王府の命により、慶賀使に随いて間に赴き、自糖・氷糖の製法
とともに朱塗・黒赤梨地・金銀箔等の製造を伝授して帰国した。漆器並
びに金銀箔の法は、貝摺勢頭に教授し、白糖の法は浦添群民に教授し
たとある。

中国福州→琉球 陸得先 (武富親雲上重隣) 球陽 尚質王―六年条

7 煮貝技術 康熙29(1690)年

原熙29年六見武憑武が杭州で煮貝の技術を字ぶ。原熙34(1695)年 に
神谷親雲上に教える(由 )。

家譜では揚州で煮貝の技術を学ぶとある(関姓家譜 )

中国揚州 (杭州 )

→琉球
関忠勇(大見武筑登之親雲上
憑武)

由来記 巻四 技術門
新参関姓家譜正統

8 堆錦塗 康熙54(1715)年 琉球
首里の房弘徳 (比嘉筑登之親
雲上乗昌)

球陽 尚敬正三年条
首里の房弘徳は、自ら工夫し始めて異製の漆法で器物を飾る。これを
堆錦塗と言い、国用に供し、褒奨を賜る。

9 朱塗・木地引 乾隆39(1774)年

薩摩より朱塗・木地引の匠を召したいとあり、貝摺師の査允泰・向允升・

具文忠、木地引匠の西村新垣筑登之・若狭町村比嘉仁也・渡嘉敷仁也
が派遣され三年滞在した(球附 )。

薩摩に派遣も、細工所に工房の準備が無く、製作ができないと木地引並
塗物師より要望があった (琉球館文書 )

琉球→薩摩

査允泰 (仲 宗根筑登之親雲上真常
向允升(粟回筑登之朝0(木 +康 ))

具文忠(金城筑登之唯福 )

西村新垣筑登之・若狭町村比嘉仁也・同村
渡嘉敷仁也

球陽附巻尚穆二三年条
琉球館文書

10 不 明
中百より唐に入り、或いは倭に入り、伝授すると雖も、人員の詳細は不
明とある。 日本・中国→琉球 記述無し 由来記 巻四 技術門

11 順治17(1660)年
季基昌 (崎山再俊 )、 薩摩で絵師内藤等南に絵を学ぶ。

薩摩→琉球
李氏東風平 (後に崎山)筑登之

喜俊
由来記 巻四 技術門
球陽附巻尚質王一三年条

12 康熙22(ヽ 683)年
康熙22年、畷(琥 )自謙 (石嶺イ専莫)・ 査康信(上原良知)が間に入り、王
調鼎・謝天洋(祐 )・ 孫億に学び、画絵の法を伝授して康熙26(1687)年に
帰国する。

中国福州→琉球
嫁(琥 )自 謙(牧志樽莫。後、石嶺樽
莫)

査康信(上原員知)

由来記 巻四 技術門
球陽附巻尚質王一三年条

13 康熙43(1703)年
康熙43年、琉球に伝授の絵師がいないため呉師虔が中国に派遣され、
翌年福州第一の孫億、第二の順梁亨及び鄭大観を師として康熙46
(1707)年まで学んだ。

中国福州→琉球 呉師虔 (山 口親雲上保房 ) 呉姓家譜

14

画 エ

乾隆35(1770)年

乾隆35年、進貢使に随い北京まで登った。山隈岸組の風景を見聞し稽
古に励んだ。乾隆38(1773)年中城王子尚哲に随いて薩摩に入つた。北
京・薩摩で国用となる絵を描いたとある。

中国北京・福州・薩摩
→琉球

呉著温 (屋慶名筑登之親雲上

政賀)
呉姓家譜



15

表具師

不 明 伝 将 の 人 目の 詳 細 は 不 日月とあるハ 不 明 記 述 無 し 由来記巻四 技術門

16 順治年間
中城筑登之親雲上という薮具師ありとある。

不 明
中城筑登之親雲上 (尚 氏金武
王子朝貞奉公人)

由来記巻四 技術門

17 康熙31(1692)年

康熙31年に冨城元易が北谷王子朝愛に随従して薩摩に赴き、朝愛の命
により、熊谷有善坊 H見方善右衛門から表具の技術を伝授される。康熙
34(1695)年 より表具師主取となる。

薩摩→琉球 部氏宮城筑登之親雲上元易 由来記巻四 技術門

18 玉焼 康熙9(1670)年

康熙9年 に奥那城 (平 田)典通が間で五色の玉焼の製作を稽古し、康熙
11(1672)年 に首里城の屋根に玉の龍頭・獅子頭を始めて製作する。ま
た孔子並四賢之御像を製作する(由 )。

奥那城典通が貢使に随いて間に入り京に赴き、輩器及び焼玉を焼製す
る法を伝授して帰り、五色の珠玉を焼くとある(球 )

中国→琉球 宿氏奥那城 (平田)筑登之典通
由来記 巻四 技術門
球陽 尚貞王二年条

19

瓦 エ

不 明 l文発き始 め の 年 代 は 不 明 とあるハ 不 明 記 が 無 し 由 釆 記 巷 四 技 術 門

20 不 明
舌、唐人が渡釆し、真和志間切の国場村に居住し、真玉橋村で焼き始
める。御検地帳には渡嘉敷三良と云う。 中国→琉球 渡嘉敷三良

由来記 巻四 技術F日

球陽外巻一遺老説伝

21

陶エ

萬暦44(1616)年

阿云の始めは、高暦44年、尚豊王が佐敷王子として薩摩に滞在時に高
麗人の一官・一六・三官を召し列れて帰国し、特に一六は、琉球に住み
付き仲地の姓を賜るとある(由 )。

一六は張献功 (姓 は仲地、名乗は麗仲 )とある(球附 )

(朝鮮)→薩摩→琉球

―冨・一六・三冨 (高艦人)。

一六 (張献功・仲地麗伸)は琉
球に帰化。

由来記 巻四 技術門
球陽附巻尚寧王二八年条

22 薙正9(1731)年

薙正8(1730)年麻世思 (夏境名親雲上夏本)に随いて薩摩に到り林氏・

星山氏から立野焼物の法を伝授し、秋に帰る。薙正9年より陶窯を湧田
に作り陶焼を行う。

薩摩→琉球 那覇泉崎村の仲村渠・賀数 球陽附巻尚敬王一九年条

23 乾隆53(1788)年

乾隆51(1786)年に薩摩の命を奉じて間に到つて陶業を学ぶ。粉朱をし
て五色を鍍する法を学習した。各色の詩箋を製造し、鴨鶏卵を蒸生し、
陶器に装飾をする法を学ぶ。乾隆52(1787)年 夏に薩摩に到り、学んだ
陶業を試すに良好で、薩摩の人に伝授したとある。

中国福州→琉球→薩
摩

仲元筑登之親雲上

新垣筑登之親雲上
球陽附巻尚穆正三七年条

木 I斤 不 明 天 孫 氏 より有 り来 るとあるハ 不 明 記 述 無 し 田 釆 記 巷 四 技 術 門

25 鍛 冶 不 明 天孫氏より有り来るとある。 不 明 記 林 無 l´ 由 実 記 巻 四 技 術 P月

26 石 工 不 明 天 孫 氏 より有 り某 るとあるハ 不 明 記 齢 無 し 由 乗 記 巻 四 技 術 門

28 エ

29 反 細 エ 不 明 何 世 代 より始 まるか 不 口月ハ中垂 に涌 じて 以後 始 女るか とある ^ 中国 → 琉 球 か 記 が 無 し 出 来 記 巷 四 技 術 門

30

31 貰 物 細 エ 不 明 何 世 代 より始 女るか 不 日月^中 茎 に涌 Eて以後 始 丈るか >ふる ^ 中国 → 玲 鼓 か 謂 林 無 L´ 由 来 記 碁 四 技 術 門

32 重更ぢ長 不 明 何 世 代 より始 まるか 不 明 ハ中妻 に涌 じて 以後 始 まるか とあるハ 中国 → 琉 球 か 記 が 無 し 由 釆 記 巻 四 技 術 門

33 不 明

34 玉貫 不 明
真和志間切の銘苅村の女が唐人と夫婦になり、生まれた男子に玉貫の
技術を教えたとある。技術が導入された年代は不明。 中国→琉球 唐人と銘苅村女の男子

由来記 巻四 技術門
球陽外巻一遺老説伝

35 鞍打 不 明

琉球の鞍は和国の製作枝法を見て作つている。牧志親雲上が鞍の裂法
を伝授して作つた。その後、荒木拾左衛門製作の鞍を薩摩よりお手本と
して下し、これよりその製法が始まるとある。

薩摩→琉球 牧志親雲上小大良 由来記 巻四 技術門



36
彫物

37 康熙年間 久米村牧湊親雲上が初めて彫物勢頭となるとある。 不 明 牧湊親雲上(久米村系士族) 由来記 巻四 技術門

38 経 物細 エ 不 明 子の 始 め l土不 日Лであるとある ^ 不 明 記 述 無 し 由来記 巻四 技術門

39

染物師

不 明 染 物 は前 代 は木 度 染 であったとあるぉ 不 明 記述無し 由 来 記 碁 四 技 術 F月

40 萬暦40(1612)年
萬暦40年に藍染が初めて導入され、薩摩の人、酒匂四良[右衛問が琉球
に住み付き、国中に教える 薩摩→琉球

酒匂四郎右衛門景陳 (剃髪し
て善済 )

由来記 巻四 技術門

41

紙漉

不 明 往 古 か ら紙 瀧 が あ った か 伝 来 は不 明 ハ 不 明 記 述 無 し 由来 記 巻 四 技 術 門

42 康熙25(1686)年

原熙25年に大見武憑武が薩摩で杉原紙・百田紙の漉法を軍野五有衛
門を師として伝授し琉球にもたらした。康熙33(1694)年 紙漉主取とな
る。これより琉球の紙漉きの始めであるとある(由 )。

康熙34(1695)年 金城邑大樋川辺に移住し造紙するとある(球附 ) 薩摩→琉球
関忠勇 (大見武筑登之親雲上

憑武 )

由来記 巻四 技術門
球陽附巻尚貞王二七年条

43 康熙51(1712)年
那覇の翁能哲は、王府の命により久米島で人民をして桑樹・裕樹・宇祖
古樹等を用いて椿紙を製造させる。 琉球 翁能哲(富村親雲上盛友) 球陽 尚益正三年条

44 康熙57(1718)年

欽兆鳳・房弘徳・査王蚕は康熙56(1717)年 に芭蕉紙の製造に成功し
た。また翌康熙57年に王府より銀子200両を賜い、山川村に造紙所を設
けた。造紙の技術を宮古・八重山・大島に伝えた。薙正甲辰の年 (充正2

(1724)年 )に房弘徳が色半紙・広紙を製造した。その丙年の年 (充正4

(1726)年 )には奉書紙・高檀紙・百田紙を製造した。その率酉の年 (己

酉の誤りか。薙正7(1729)年 )に藁紙を製造するとある。

琉球
飲兆鳳(祖慶筑登之親雲上清寄)

房弘徳(lヒ嘉筑登之親雲上乗昌)

査工蚕(仲宗根筑登之親雲上真秀)

球陽 尚敬王六年条

45 乾隆47(1782)年

慶良間島渡嘉敷村の新垣仁也、乾隆41(1776)年 に内之浦直庫弥右衛
門に雇われ、水手となり本州に到る。以前、中華で製紙の法を学んだこ

とにより、乾隆43(1778)年以来、薩摩で製紙を試し、紙を製造する。この
ため乾隆47年に王府は新垣を報奨した。乾隆51(1786)年、薩摩で御納
戸与力となり新垣筑兵衛と改め琉球国の版図より除去され、翌年妻屋
鉄兵衛等と琉球に入り、砂石・草木・鳥獣調査を行う。乾隆53(1788)年

筑兵衛の男子を琉球から呼び寄せ仁右衛門とする。新垣家は代々御納
戸御子人となるとある。

中国→琉球→薩摩
慶良間島新垣仁也
(後に薩摩で士分となり新垣筑兵衛と
改め御納戸与力となる)

球陽附巻尚穆王三一年・三
五年・三七年条

46 道光27(1847)年

百田紙の製法が断絶したので逼光20(1840)年 に金城村の百姓比嘉現
登之親雲上が製作を試み、王府は宝口で比嘉に製作させたが、失敗
し、道光26(1846)年泉崎村の部氏金城筑登之順応が薩摩に赴き製紙
を学習して帰国後、金城をして紙座で上紙・下紙口百田紙・美濃紙・宇田

紙・杉原紙を試作する。杉原紙以外は善美だった。道光20年 以降、国内
に椿木を広く植栽し繁茂したため、王府は公用の紙に国製を使用するを
許した。

薩摩→琉球 部氏金城筑登之順応 球陽附巻尚育王一三年条

47 唐紙・E「 金紙・緞子紙 乾隆31(1766)年
百里大中村の無譜の知怠が始めて盾紙・F口 金紙・搬子紙を裂遣した。こ

れより他国より購入しなくなったとある。 琉球 首里大中村の無譜知念筑登之親雲上 球陽 尚穆王一五年条



⑤近世期に琉球国で工芸品に使用された原材料に関する考察 

 ・進貢貿易時に作成された免税摺に記載された色材を中心とした工芸品製作の原材料・貝摺奉行所文書に記載された原材料・首里城重修関

連文書に記載された原材料の分析 

 ・那覇市・沖縄県立博物館・美術館・浦添市・沖縄美ら島財団等、様々な機関が文化財の保存修理・復元模造製作事業等の目的のため科学

調査を実施。データの公開（報告書・紀要等の刊行）も進んでいるが、各機関のデータを集約・分析した研究はこれまで無かった。 

 ・絵画・絵図・書跡等の紙資料 31 件（表 4－1）、漆工品 115 件（非破壊調査 55 件（表 4－2－1）、資料採取調査 60 件（表 4－2－2））、歴

史資料 2件（表 4－3）、刀剣類 3件（表 4－3）、金工資料 14件（表 4－3）、ガラス製品 10件（表 4－3）、玉製品 8件（表 4－3）、染織資

料 89件（表 4－4）、陶芸資料 17件（表 4－5）の合計 289件を一覧とした。 

 ・清朝との進貢貿易を行っていたことから、同時期の日本国内の工芸製作より輸入色材を多用している傾向が見られる。鉛白（塩基性炭

酸鉛）・水銀朱（硫化水銀）・石黄（硫化砒素）・群青（炭酸水酸化銅）・緑青（塩基性炭酸銅）・呉須（石青。コバルト・鉄・マン

ガン・砒素等を成分とする鉱物）、プルシアンブルー（ベロ藍・洋青・フェロシアン化第二鉄カリ）等の鉱物顔料が絵画や美術工芸

資料に多用されている点が挙げられる。 

 ・1704年にドイツで発明されたプルシアンブルーが乾隆 42（1777）年を始めとして琉球に輸入されていることが免税摺から確認。科

学調査で絵画・染織作品に多く確認。日本国内（主に長崎）と別系統のプルシアンブルー輸入の流通ルートがあったといえる。 

 ・臙脂のような昆虫由来の色材も多く輸入されている。分析結果では東南アジア産のラックカイガラムシだけでなく、中南米産のコ

チニールカイガラムシも確認されている。染織品を中心とした工芸品の色材だけでなく、食紅としても使用。 

 ・藍・鬱金は、琉球国内で栽培しているため輸入品目には出てこない。染織を中心に確認事例は多い。また赤色系中間色・紫色・緑

色等の混色表現で使用事例が多くみられる。 

 ・祭祀儀礼道具には輸入色材を大量に使用して道具製作を行っている。 

 ・課題として混色表現（赤色系中間色・紫色・緑色）の色材組合せの分析→将来的に編年的考察が遅れている染織作品等の年代分析

に活用できないか。→色材組合せの分析は実施中。 

 ・課題→色材のような物品だけでなく、文化の流入も琉球ルートよりもっとあったのではないか。事例として絵画の描写表現。南宋

画の移入は長崎だけでなく、琉球ルートもあったと思われる（ただし日本国内への伝播ルートとしては限定的だったと思われる）。 





毛辺紙 連史紙
大油紙
小油紙

甲紙 粗紙 川連紙 色紙 紅紙 紙画類 墨類
漆木
箱類

漆匣盤類
彫漆
大圍
屏

生漆
漆

銀朱
辰砂
硃砂

臙脂類
石黄
雄黄

紅花 黄蝋 蘇木
明礬
白礬

黄丹 洋青 石青 硼砂 水銀
螣黄

（藤黄か）
　搭載した船の種別

乾隆32年（1767） 33,120 7,720 3,000 19,040 266 3,600 12 195 88 1,150 250 7,110 3,000 20 1,070 500 1,010 3,100

乾隆39年（1774） 115,200 32,623 2,000 500 2,800 180 1,410 28,500 1,550 3,000 200 350 40 300

乾隆40年(1775） 48,610 1,800 23,460 3,000 20 370 3,140 2 50 710 30,000 540 6,300 100 100 100

乾隆41年（1776） 210,060 2,100 43,516 200 29 860 2,500 380 7,580 72,000 850 16,000 120 1,400

乾隆42年(1777） 84,000 1,800 16,355 700 20 340 3,475 80 1,470 3,000 4,800 150

乾隆43年(1778） 209,400 2,990 43,216 26 362 348 6,000 220 16,347 3,000 7,417 11,510 1,380

嘉慶8年(1803） 20,000 11,400 10 100 900 200 100

嘉慶26年(1821） 118,000 1,800 28,400 65 98 3,660 40,000 40,000 10,000

道光2年（1822） 42,000 500 4,560 80 34 10,200 800 10,000

道光4年(1824） 76,200 5,900 20,825 170 7,220 20,000 36,000 11,000 接貢船・難船

道光5年（1825） 73,600 2,950 25,000 45 17 230 42,000 70,000 40,000 4,000 進貢船・難船

道光6年(1826） 75,400 5,620 18,600 80 161 7,500 11,200 30,000 32,000 接貢船・護送船

道光10年(1830） 55,400 2,680 5,600 35 76 3,040 30,000 1,000 2,000 接貢船・難船

道光11年(1831） 72,000 2,700 30,350 40 3,260 10,000 30,000 74,500 進貢船・難船

道光12年(1832） 76,100 3,950 26,850 45 5,115 19,100 30,000 37,620 7,000 接貢船・難船

道光16年(1836） 41,000 2,400 16,300 40 2,500 16,000 25,000 4,000 接貢船・難船

道光17年(1837） 116,800 26,500 80 6,010 進貢船・護送船

道光18年（1838） 53,000 3,300 13,000 50 2,238

道光19年(1839） 151,500 3,300 25,450 50 4,600 3,000 30,000 6,000 4,000 進貢船・難船

道光20年(1840） 81,800 5,000 13,350 170 6,300 接貢船・迎接謝恩船・難船

道光22年(1842） 57,600 2,500 16,900 3,410 8,000 32,500 9,000 接貢船・難船

道光23年(1843） 78,000 2,600 23,400 4,325 40,000 50,000 3,000 進貢船・難船

道光24年（1844） 59,000 700 8,890 3,488 14,000

道光29年（1849） 78,000 1,400 17,400 5,250 3,000 70,000 2,400

道光30年(1850） 56,500 1,100 6,000 3,000 3,000 90,000 4,000 1,500 接貢船・難船

咸豊3年(1853） 128,000 2,000 11,000 7,000 2,000 600 800

咸豊4年（1854） 101,000 1,200 14,100 6,062 1,500 10,000 18,600 1,000 接貢船・護送船・難船

咸豊5年(1855） 164,000 2,000 17,707 6,025 5,000 40,000 4,000 10,000 進貢船・難船

咸豊6年(1856） 61,000 8,900 3,400 1,100 30,000 接貢船・難船

咸豊8年(1858） 72,000 2,000 7,500 1,500 2,000 10,000 1,000 1,000

咸豊10年(1860） 84,000 2,000 9,000 2,125 500 30,000 2,000 500 接貢船・難船

光緒元年(1875） 108,000 10,000 24,000 100 3,000 1,000 20,000

量詞 張 張 張 斤 斤 斤 張 張 張 斤
個及
び隻 個 架 斤 斤 張 斤 斤 斤 斤 斤 斤 斤 斤 斤 斤

※船の種別で護送船は琉球周辺で漂流した中国人等を送還するための船。
 　難船は中国沿岸で遭難した琉球船である。
   清代中琉関系档案撰編に収録された琉球国船帰国等に関する免税摺の清単から作成した。
 　清単に記載されている量詞を採用した。

進貢船

表１

檔案史料にみえる中国から琉球に輸入された工芸品製作材料及び工芸品一覧

進貢船

進貢船

進貢船

進貢船

進貢船

進貢船

接貢船

接貢船

接貢船

接貢船

接貢船

接貢船

護送船

進貢船



№ 表記名称 原材料の材質 使用用途 推定産地 数量 量詞 備考
1 唐朱 赤色系鉱物顔料。中国製の辰砂（水銀朱） 赤色彩色部分の色材 中国 10.105 斤
2 丹朱 赤色系鉱物顔料。辰砂（水銀朱） 赤色彩色部分の色材 不明。中国 5.05
3 正延紫 赤色系有機顔料。腥臙脂（昆虫由来） 用途不明。赤色彩色部分の色材か 中国 71 枚

4
金薄

金箔 箔絵 不明。日本・
中国か

56324 枚

5
水粉

白色系顔料。材質不明。錫・鉛・胡粉等の
可能性があり、おそらく胡粉と思われる。

白色彩色部分の色材 不明
8.344 斤

胡粉であれば琉
球で加工は可能。

6 明ばん 明礬 膠と混ぜ絵具の滲み止めに使用 中国 138.5 匁
7 吉野紙 漆を漉すために使用 日本 3 束 １束＝200枚。
8 石黄 黄色系鉱物顔料（硫化砒素） 黄色彩色部分の色材 中国 4.243 斤

9 砂緑 不明。緑青の一種か。 緑色彩色部分の色材 不明 2.572 斤

10
砂紺青

青色系人工顔料（鉄系化合物）。プルシア
ンブルー（ベロ藍）

青色彩色部分の色材 中国
130 め

11 石緑 緑青。緑色系鉱物顔料（銅系化合物） 緑色彩色部分の色材 中国 270 め
12 藍浪 青色系有機顔料 青色彩色部分の色材 琉球 7.141 斤
13 土黄 藤黄。オトギリソウ科フクギ属の染料を顔 黄色彩色部分の色材 不明 130 め
14 地漆 琉球産漆か。 塗料（下塗）として使用 琉球産か 12.286 斤
15 吉野漆 日本製漆 塗料（下塗）として使用 日本 3 斤
16 小文筆 図案製作の画材 不明 5 対
17 達磨墨 黒色系顔料。墨 図案製作の画材 日本 3 対
18 大彩筆 図案製作の画材 不明 3 対
19 中彩筆 図案製作の画材 不明 3 対
20 小彩筆 図案製作の画材 不明 3 対
21 絵書筆 図案製作の画材 不明 4 対
22 銀箔 銀箔 使用用途不明 日本か 80 枚

23
荏子油

乾性油 塗料として使用。顔料の溶媒若しくは塗膜
のコーティング材として使用か。

不明
4 斤

№ 表記名称 原材料の材質 使用用途 推定産地 数量 量詞 備考

1 久米赤土

赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系） 赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系）。
久米島在番へ来年2月までに久米赤土の
調達指示。
同年7月、久米島在番より久米赤土３斗６
升納品の報告。3月に調達指示の３斗２升
分か。

琉球

3.2 升

実際は３斗６升調
達か。

表３
正殿重修（道光25～26年）時に調達指示のあった原材料等一覧

道光25（1845）年2月

道光25年3月



2 久米赤土

赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系） 赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系）。
久米島在番へ早船にて久米赤土の調達指
示。調達が実現したか不明。

琉球

1.5 石

№ 表記名称 原材料の材質 使用用途 推定産地 数量 量詞 備考

1 弁柄朱

赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系） 久志間切で弁柄朱の生産指示。調達が実
現したか不明。
道光26年1月、弁柄朱60斤の調達指示あ
り。産地に関する記載無し。久志間切弁柄
による調達か不明。

琉球

33 斤

№ 表記名称 原材料の材質 使用用途 推定産地 数量 量詞 備考

1 赤筋糸

絹 瓔珞上部の刺繍糸
道光25年秋派遣の接貢船で中国での調達
指示。調達が実現したか不明。以下、同
じ。

中国

56 匁

2 黄筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 56 匁
3 青筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 56 匁
4 白筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 56 匁
5 黒筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 56 匁
6 赤筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 87 匁
7 紅あら筋糸 絹 瓔珞上部の刺繍糸 中国 360 め
8 三味線男糸 絹 瓔珞のガラス玉・宝玉類装飾用か。 中国 15 匁

9 赤地大花緞子
絹 刺繍の支持体 中国

1 本
本は反か。

№ 表記名称 原材料の材質 使用用途 推定産地 数量 量詞 備考
1 なべ灰墨 黒色系顔料。灰墨。油煙類 下地の黒漆の原材料 琉球 2 石
2 明松灰墨 黒色系顔料。灰墨。油煙類 下地の黒漆の原材料 琉球 50 済 済は升
3 渋 芭蕉渋か。 下地として使用 琉球 1 斗
4 弁柄朱 赤色系鉱物顔料（酸化第二鉄系） 産地不明。日本産・琉球産双方可能性有。 不明 60 斤

道光25年８月

道光26（1846）年1月

・『百浦添御殿御普請日記』から工芸品類で使用が想定される原材料等について抜き出し一覧とした。
・史料に記載されている量詞を採用した。

道光25年3月20日



表41
琉球関係文化財の材質分析推定結果一覧(絵画 絵図 書跡)

・虜員料は、目視で確認できる色 :調査で得られた元素 (彦員料等の名称)と した。 例示 黄色 :砒素 (石資 )。

・緑色・橙色等の二色以上の色材を混ぜないと出せない色の記載の例示 緑色 :鉄 (カレシアンフ
・
ルー)・ 砒素 (石黄 )。

・植物染料は、調査結果と通常の染料の名称が一致することが多いので、統一して表冨己した。 例示 青色 :藍 緑色 :藍・砒素 (石 資 )。

・出典で略して記載した参考文献は別途正式な刊行物の名称を記戦しておく。
・調査者は研究代表者若しくは、調査分析作業において主たる調査者を記載した。参加した個々の研究者は個々の参考文献を参照してもらいたい。
・本一覧表は、2022年 3月 現在で公開されている報告を取りまとめたものである。今後、各機関で資料調査の事例が増え、その調査結果が公開されれば、さらに詳細な前

代の色材調達の傾向をとらえることができると思われる。

1

琉球 回惣絵図 (間 切集成図 ) 濃赤色 :鉛 (鉛 丹)水銀 (辰砂 )。 濃赤色 :鉛 (鉛丹)ラツク(‖
轟脂 )。 1)と色 :鉛 (鉛日,ラック(腺】冨,。 濃言色 :

銅 (群青 )。 緑色 :銅 (緑青 )。 紫色 :ラツク(際脂 )・ 鉄 (プルシアンフ
・
ル )。 紫色 :ラック(聴脂 )・ 藍。薄青色 :鉄 (フ

°

ルシアンフ
・ルー)

p鶴 県立博物a目

美術館

2
爬龍船競酒及び帰層船の図 赤色 :水 0長 (辰 砂 )。 青色 :藍・鉄 (カレシアシカレー)。 白 :カルシウム(胡 粉 )。 緑色 :銅 (緑青 ) 沖樫 兵 ら島財 団

査を実施。

3
御絵 図22 赤色 :水 銀 (辰 砂 )。 責色 :黄 色梁料・鉛。薄緑色 :緑色染料か。緑色 :銅 (緑吾 )。 全下イントで鉛検出

業″ェ館

4
御総 凶牛 2 赤色 :水 銀 (辰 砂 )。 責色 :貢 色梁料・鉛。茶色 :鉛 (鉛白)'水銀 (辰砂)銅 (緑青 )。 緑色 :釘1(緑 青)。 全エイン

トで鉛検出。
業術館

5
御絵 凹112 赤色 :水 銀 (辰 砂 )。 責色 :黄 色染料 鉛。緑色:銅 (緑青 )。 灰色 :鎗 (鉛 自)。 全下イントで鉛検出

美術館

G
綱1総 図 14-1 赤色 :水銀 (辰 砂 )。 貢色 :貢 色梁料 鉛。緑色 :銅 (緑青 )。 青色 :銅 (群青 )。 全下イントで鉛穣出

美術館
案弘毎

7
御絵回22 赤色 :水 銀 (辰 砂 )。 責色 :貢 色梁料・鉛。青色 :釘。l(群 青 )

沖縄県立博物館

美術館

8
Fl絵 図222 白色 :鉛 (鉛 白)。 赤色 :水 銀(辰砂 )。 黄色 :黄 色梁料・鉛。茶色 :水 a長 。緑色 :銅 (緑 晋)。 全下イントで水銀検

出
美術館 東京文イヒ財研究所 !早〕

9
脚絵 図30-1 白色 :鉛 (鉛 白)。 赤色 :水 銀 (辰 砂 )。 黄色 :黄色染料・鉛。茶色 :水 銀。緑色 :銅 (緑青)。 全下イントで水銀検

出
美術館

10

岡〕稔 図 36 赤色 :水霊晨(辰砂 )。 貢色 :貢 色梁料・鉛 (鉛自 )。 緑色 :銅 (緑 督 )。 黒色 :炭素 (釜 )。 全ホイントで鉛猿出。
美術館

票弘等

11
F「絵凶暇 茶色 (柿色 ):水銀 (辰砂 )。 灰色 (鳳色 ):鉛 (鉛白 )・ 水銀 (辰砂 )

芸術館

1?
脚絵図帳 白色 :鉛 (鉛 白)。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 緑色 i銅 (緑青)。 青色 :銅 (群青 )。 権色 :水銀 (辰砂 )・ 砒素 (石貢 )。 紫

色 :水 銀 (辰砂 )・ 銅 (群青)。

吉備国際大学 :下山進箸

13

硫球国之図
(薩摩藩調製琉球図 )

自色 :鉛 (鉛 自)。 薄ヽ赤色 (1,l色 ):赤色梁料・鉛 (鉛 日)。 赤色 :水銀 (康砂 )。 貢色 :貢色梁料・鉛。涙東 :駅

(責土 )。 緑色 :銅 (緑青 )。 薄青 :青 色梁料。青色 :銅 (群青 )。 紫色 :鉛・鉄 (鉛・鉄ともに少量検出。梁料使用

の有無を含めて色材特定は困難 )。 灰色 :炭素 (墨 )。 黒色 :炭 素 (塁 )。 金色 :金。

沖縄県立図
=館

泰弘等

14

孔子像及び口聖配像 自色 :鉛 (鉛白)。 澤赤色 :梁料・鉛 (鉛 自)。 赤色 :水銀 (辰 砂)・ 赤色 :赤 色梁料。澪種色〔麟R,:鉛 (鉛 日,・ 梁

料。朧脂色:梁料・α口(`鉛 白)。 黄色 :黄 色染料・鉛。緑色 :銅・砒素 (花緑青か)。 緑色 :銅 (緑音 )。 薄青 :青 色

染料か。青色 :銅 (群青)。 紫色 :染料。灰色 :炭素 (昼 )。 黒色 :炭素 (墨 )。 金色 :金 。全ホ
°
イントでカルシウム検出

沖縄県立博物奮目
美術館 琉球絵回報告

=
慕弘学

15

在薔 と親 あんよ 自色 :鉛 (鉛自)。 薄赤色 :赤色梁料 鉛。赤色 :水銀 (辰砂 )。 貢色 :貢色梁料。緑色 :卸 (緑言 )。 濤言色 :青

色染料。青色 :銅 (群青)。 紫色 :鉛 (7口` 自)・ 染料。黒色 :炭素 (塁 )。 金色 :金 。全ホ
°
イントでカルシウム検出。 美術館 朗[球織回報告書

lG

程‖侵則朝服図 白色 :鉛 (鉛 自)。 澤赤色 :赤色梁料・鉛(鉛日)。 薄種色 (醇負):鉛 (鉛 自,・ 梁料。海橙色 (襟,:鉛 (鉛日,・ 梁

料。緑色 :銅 (緑青 )。 水色 :銅 (群 青)。 青色 :銅 (群青 )・ 鉄・コィヽ〕レト。紫色 :鉛 (鉛 白)・ 染料。黒色 :炭 素

(塁 )。 金色 :金。全ホ
°
イントで鉛検出。

中縄県立博物館
掟術館 琉球機画観告書

東京文1し財石打究所 !早ⅢⅢ

1,

化鳥図 (孫召市昌 ) 白色 :鉛 (鉛 自)。 薄赤色 :赤 色染料・鉛 (鉛 白)。 赤色 :水 銀(辰砂 )。 橙色 :染料 鉛 (鉛 自)。 貢色 :梁 料 鉛

(鉛 白)。 薄茶色 :銅 (緑青)・ 染料か。緑色 :銅 (緑青 )。 青色 :銅 (群青 )。 黒色 :炭素 (豊 )。 金色 :金 。
琉球1皇回報告書
東京文化財研究所 :阜川

孫1市 昌は中国人織師

lE

花鳥図 (孫億 ) 白色 :カルシウム(胡粉 )。 薄赤色 :梁料・カルレウム。赤色 :水 銀 (辰砂 )。 緑色 :線色梁料。穏色 :蜘・祉し索 (花 隷言
か )。 薄青色:青色染料 カルシウム(胡 粉)。 青色 :銅 (群 育)。 青色 :鉄 (少量。鉄が色材由来か不明)。

‖縄秦ら爵財団

秦弘鮮

19

吾中雉子之回 白色 :鉛 (鉛 白)。 赤色 ;水 銀 (辰 砂 )。 糖色:鉛 (鉛丹 )。 茶 :鉄 (代縮 )。 薄緑色 :緑色梁料。緑色 :銅 (緑 百 )。

青色 :銅 (群 青)。 灰色 ;炭素 (墨 )。 黒色 :炭 素 (塁 )。 全ホ
°
イントでカルシウム検出。 美術館 琉球機画報告書

東京文1ヒ 財研究所 :早川

2C

花島図 (股 元艮 ) 白色 :鉛 (鉛 白)。 薄赤色〔赤色染料 鉛 (鉛白)。 資色 :責色染料・鉛 (鉛自)。 薄緑色 :緑色梁料。緑色 :銅

(緑青 )。 薄青色 :青色梁料。全ホ
°
イントでカルシウム検出。 美術館 嘘球犠口報告書

21

醗学源 肖像図 白色 :望口(`g口` 自)。 薄赤色 :

色 :

料。

色 :

鉛 白

灰

沖機県立博物Я目・

美術館 硫球絵画報告
=

襲弘群

l乍者不明。中国人絵
師と思われる。

22

罹馬 図 (毛 長稽

'

白色 :α口(`g口` 自)。 薄赤色 :赤色梁料・鉛(鉛白)。 薄種色 :水銀 (辰砂 )。 貢色 :梁 料・鉛 (鉛 日)。 赤茶色 :歎

(代縮 )。 薄緑色 :染料。緑色 :銅 (緑青)。 緑色 :緑色染料。薄青黒色 :昔 色梁料・塁。薄青黒色 :音 色染料・

墨・鉛 (鉛 自)。 灰色 :炭 素 (塁 )。 黒色 :炭素 (塁 )。 全ホ
°
イントでカルシウム検出。

業術館 囃球絵画電告喜

東京文1ヒ 財研究所 :早

“

I

泰X毎

2d

rし球表人 白色 :鉛 (g口ヽ 自)。 薄赤色 :赤色染料 鉛(鉛白)。 赤色 :

(黄土か )。 緑色 :銅 (緑青 )。 薄青色 :青色染料。青色 :

金。3晟色 :銀 。金色地 (本 紙周囲):銅 亜鉛 (真 鍮箔 )。

自 ) 浸貢色 :al〔

墨 )。 金色 :

確
`韓

犠画報告
=

慕弘等

24

自洋 之 凶 白色 :鉛 (鉛白)。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 薄糧色 (こ員):鉛 (鉛白)・ 水銀 (辰砂 )。 茶色 :鉛 (鉛 自)水霞長(辰砂 ,。

灰色 :炭 素 (塁 )。 黒色 :快素 (塁 )。 全ホ
°
イントでカルシウム検出。

賦球絵口報告
=

2C

関羽 偲 白色 :鉛 (鉛白)。 薄赤色 :染料。赤色 f水銀 (辰砂 )。 赤色 :赤 色梁料。茶色 :鉄 (代 縮看しくは受■)。 離種色

(顔 ):鉛 (鉛 白)・ 梁料。緑色 :銅 (緑 管)。 青色 :銅 (群音 )。 紫色 :g口
ヽ
(鉛白)染料。金ホ

°
イントでカルシウム検出。

硫球絵回報告書

2G

神猶図 (呉師虔 ) 赤色 :水銀 (辰砂 )。 黄色 :砒素 (石黄 )。 青色 :藍。全ホ
°
イントでカルシウム検出。 那覇市 歴 R博物露

「神猫口J非 較壊分新罰

2,

花島図 (孫億)三幅 自色 :鉛 (鉛自)。 赤色 :鉛 (鉛丹 )。 赤色 :水 銀 (辰砂 )。 際男目色腺 服。腺胴色 :腺脂 監。飛色 :転 か(代捕
か)銅 (緑音)・ 窒・墨。緑色 :銅 (緑育)・ 塁。緑色 :藤黄・藍。青色 :銅 (群 青)。 黒色「墨。金色 :金 。

沖縄共ら島財回
点都工盛韓縦大学 :佐々

木良子学
県存修理時の材質調
査

2E
神]苗図 (武永軍 ) 白色 :鉛 (鉛白)。 責色 :藤黄・鉛 (鉛白)。 緑色 :銅 (緑青 )。 緑色 :藍・藤責。紫色 :鉛 (鉛 自)・ 藍・籐脂。黒色 :

墨。

沖縄 兵 ら島財 [】

京都工雲報継大学 !佐々

木嵐千年
査

2e
馬〒え宏 吾 赤色 :朧脂 (コチニールをアルミニウム (明 審)でレーキ顕料化していると推定 )。

京都工雲構縦大学 :佐々
宣
う

弾呻鰤
3C

梁必還詩
'目

和詩 赤色
も有 )

:際男自(ラツクをア,レミニウム (明 審,でレーキβ負料化していると推雇。giた ラツクIよコチエールの叫祗に
・鉛 (鉛 白)・ 鉄由来の黄色系顔料 (黄 土か)

沖縄 美 ら爵財 回

木良子学

31

花島図巻 白色 :鉛 (鉛白)。 赤色 :水 銀(辰砂 )。 赤色:鉛白・赤色梁料。橙色 :ダロ自`・鉄か(代緒か)。 資色 :鉛 自・貢色梁

料。茶色 :鉄か(代縮か )。 緑色 :銅 (緑青 )。 青色 :銅・亜鉛・砒素 (群青 )。 青色 :鉛白・青色染料。濃音色 :銅

(群青)と墨か。黒色 :量 か。全ホ
°
イントでカルシウム検出。

九州 国立 博物 a目

第2警



表 4-2-1
琉球関係文化財の材質分析推定結果一覧 (漆 工 )

1

長 持 金 色 (箔 稔 ):釜 わ比素 (1ョ 貢 , 1悪 川芸術館

標路曇喬嚇判
2

夜雨琴 自色 i鉛 (鉛 自。有上自地部分 )。 緑色 :銅 (緑 青)鉛。

蔭 野選

尼野研所 劉

3
二 経 金色 (箔絵 ):金 砒素 (石 貢。胴腹部 )

標路部蒜判

4
声』等 緑色 i銅 (緑青。1同 部 )。 胴部金属円:銅 鉛。 隠川楽術 a目

懐彗と誘研夕。所鞠

5

長 線 胴上部 下ヒ 貢色 :1比索 (石 貢 )・ 水銀 (辰 砂 )。 胴上部
色 :砒素 (石黄 )。 胴上部 長葉 薄緑色 :砒素 (石 黄 )。

葉 緑色 :砒素 (石貴 )。 胴中央部分 鳥の首 暗金色 i

明金色 :砒素(石責 )・ 金 水銀 (辰砂 )。 胴側面部分 花

花 緑

金 F拗
6

朱漆楼閣山水人物婚絵八穣盆 自色 :鉛 (鉛 自 )。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 緑色 :砒素 (石 貢 )・ 有機系紺色置員料 (藍か )。 漆下地 :欽 カルンウム。

1紗研夕
'所

l ttl

7
洞′墜花島密陀絵盆 自色:鉛 (鉛 日)。 赤色 :鉄 (弁柄 )。 緑色 :露,l(緑 管)砒素 (石貢 )。 茶色 :鍬 (弁納 )・ 41と素 (石貢 )。 漆下地 :

鉄・カルシウム。 1紗
嚇

8

朱漆山水人物踊絵八稜盆 自色 :鉛 (鉛 自 )。 赤色 i水銀 (辰砂 )。 緑色 :砒素 (石 貢 )・ 石機糸紺色層食料 (監か )。 漆下地 :憲・カルシワム。

1紗
嚇

9
自留陀山水人物四万盆 自ヨ:鉛 (鉛 自,。 赤色 :水銀 (辰

'1')。

緑色 :露,(半章育,。 ,専緑色 :ラFTE糸緑色麟良料ア)｀ 。

1紗
嚇 資料の材 質調査

10
朱漆芙審雷陀絵八角盆 自色 :鉛 (鉛 自)。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 濃赤色 :鉄 (弁 柄)。 緑色 :砒素 (石貢 )・ 石機糸紺色瞬資料 (監か)。 溝言

色 :鉛 (鉛 白 )・ 有機系紺色顔料。黒色 :塁 か。全てのポイントで鉛検出。 1翻
嚇

11
潤 塑花 ナマ踊 総 雷 隠緯 丸 形 食 耗 自色:鉛 (鉛 白)。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 緑色・深緑色 :砒素 (石黄 )・ 有機系紺色顔料 (霊か )・ 鉛 (鉛自)。 貢色 :

砒素 (石責 )。 金色 :金 。

輌添市兵術預冒

1翻嚇

12
黒漆梅牡丹七宝繋霜絵沈金三え 金色 :金・砒系 (石 貢。箔下漆 )。 漆下地 :カ ルンウム・鉄。

1紗嚇

13
黒漆花鳥箔絵密陀絵盆 自色:鉛 (鉛 自)。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 緑色 :砒素 (石 貢)・ 有奪兌系紺色澤員料 (霊か)。 茶色 :鉄 (弁柄 )・ 砒素 (石

黄)。 漆下地 :カ ルシウム 鉄。ほとんどの文様部分から鉛検出。 悟離岳言ど研研究誡

14
潤塗花島箔絵留陀絵食寵 自色 :鉛 (鉛 自 )。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 貢色 :砒素 (石 貢 )。 金色 :金

1紗嚇

15
黒漆花尾漆絵婚絵稚 赤色 :水 銀 (辰砂 )。 金色 :盆・■ll系 (石 貢。殖下漆 )。 漆下地 :カ ルンウム・蹴。金具類 :割ll虫鉛 (具鎌 )。

1翻
嚇

16

朱漆鳳凰丸文箔絵布段 赤色 :水 銀 (辰砂 ,。 金 色 :金・祉し素 (石 東 。賄 下 漆 )。 漆 下 地 :カ ル ンワム 欧 。釜 具 類 :錮,l虫鉛 (具歎 ,。

1通

岳きゼ研研究所早l

うミ料の本オ貰翻蚕

17
朱漆花島蝶長田卓 赤色 :水 銀 (辰砂 )・ カルシウム。

1墓
撃議

尼赫研究所 :

18
黒漆山水楼閣螺鋼角切盆 雲輪郵線 :鉛 銀・ak・ カルシウム 錫。切金 :金・銀 銅 (金 92%:銀 6%:鯛 2%)

候
罫蓋

尾訴研夕.所 :

19
黒漆臓早曝臣田凝望

分 )

(罪員憂 娠 剖∫ 瓶身側面 :砒系 (石貢 )。 瓶霊 :水銀 (辰砂 )

1甚岳議

辱断研究所 : 日本製作の可能性有

20
朱漆湯庫 赤色 :水 銀 (辰砂

'。

師金具 :卿 'ユL鉛 (卿 73%:堕鉛 27%)。 困瞬 の湯注身部分 :鉛 場 (鉛 56%:“易44%,。 湯江

取手部分 :銅・亜ダロ(`真鎗l合 金。銅フ9%:亜鉛21%程度 )

沖鵜表ら島財団

朦ξ≧鳥薪研筋渕
資料の 1オ 資誤霞

21
繰 漆亀 形 酒 希 緑色 :砒素 (石貢 )。 赤色 :水銀 (辰砂 )。 晴赤色 :鉄 (弁柄 )

「
中鵜兵 ら島財 団

医 野甚
帰蕩研姉 劉

22
朱漆花罵漆絵留陀絵亜 赤色 :水銀(辰砂 )。 貢色 :砒系 (石貢 )。 日色 :鉛 。灰緑色 :鉛。留昭絵なので全体的に鉛が標出される。

朦岳轟脇新割

23
自留 肥菊 螺 狛 線 盆 自色 :鉛 (鉛 自。及ひ雷昭総埜料。乾繰剤等

'。

盆色 :盆 。靖上縁部 :鉛 (鉛 日 ,・ 転 (升榊 ,・ 霊。鍔外側線豊

部分 :砒素 (石資 )

沖縄美ら島財回

標旨善脇離剛資料の,質調査

24
自雷 1箆 π 馬 珀 程 盆 日色 :鉛 (鉛 日及ひ密昭維巫料 軍Z蹂剤寺 )。 僣部分赤色 :水銀 (辰炒 ,・ 鉛 (阜Z爆剤寺

'。

I万外側亦口 :フJ(報

(辰砂 ),金

沖縄美ら島財回

朦吾醤臨融珈資料の材 貿調査

25
黒漆野長勇せ子地牡丹蝶箔絵漆絵
密陀絵盆

赤色 :水銀 (辰砂 )。 鉛 (鉛日及び留 7絵塑料・軍Z燥剤等 )。 様色 :卿 〔隷言
'。

貢色 iう屹素 (1ョ 貢 ,。

臓岳毒臨議珈

26
黒漆花島漆絵膳 緑色 :11と 素 (石貢

'・

水娘 (辰砂)※下地が反応か。カルンウム。赤色 :水銀 (辰炒 ,。 貢色 :わL素 (1ョ 責 ,。 笠也

金。

沖縄美ら島財回

侵旨選脇離柳資料のおォ質調査

27

黒 漆 化 馬 密 肥 橋 漆 穣 霊 自色 :鉛 (7口 自`若しくは乾燥剤 )。 貢色 :鉛 (鉛自者しくは乾燥剤 )。 鋼。貢色 (花びら):鉛 (鉛 自著しくは軍Z燥
剤 )・ 水銀 (辰砂 )。 橙色 (奮 ):鉛 (鉛 白若しくは乾燥剤 )。 緑色 :鉛 (g口 白ヽ若しくは乾燥剤)砒素 (石 黄 )。 薄緑
色 暗緑色 :鉛 (鉛 白か乾燥剤 )・ 銅 (緑青 )。 赤色 :鉛 (鉛 白若しくは乾燥剤 )・ 水 9員 (辰砂 )。 茶色 :鉛 (鉛 白若
しくは乾爆剤 )。 音緑色 :鉛 (鉛 白若しくは乾燥剤 )・ 砒素 (石責 )。 茶色 :鉛 (g口 自ヽ若しくは乾燥剤 )。 r的

28

黒漆花罵密陀絡網代食絶 自色 :鉛 (鉛 日)。 緑色・言緑色 :鉛 (鉛日又は乾燦剤 )。 貢緑・涙線 :鉛 (鉛 日又は第爆吾1'・ 日,l(穏 荷,。 赤色 :

鉛 (鉛白又は乾燥剤)水銀 (辰砂)。 皓赤色・赤色 (羽根先 )・ 赤茶色 (岩輪郭線):鉛 (鉛 白又は乾燥剤)銅
(緑青か)・ 水銀 (辰砂)。 赤茶色 (地 色):鉄 マンがン・カリウム・鉛。赤色 (蓋 ):鉛 (鉛白又は乾燥剤)水銀 (辰

砂 )・ マンがシ。茶色 :鉛 (鉛白又は乾燥剤 )・ 銅 (緑 青)。 層
筋

29
黒漆化島漆絵瑠司代提宜寵 黒色 (地色 ,・ 晴稼色 :カ ルンウム・欧・鉛。東色 :獣 (東 主 ,。 赤色 :水娘 (辰砂 ,。 責色 〔花 ,・ 責但 (雷 ,:駅・雲

'打

。釜

色 (鳥 の羽 ):銅・亜鉛。金色 (蓋緑周辺):金

沖縄美ら島財回

侵評赫渕資4の,資 =調 査

30
黒漆双寵双鯰漆絵稲絵稜花盆 黒色 (地色 ):aく 。貢色・緑色・晴緑色 :砒素 (石貢 )。 暗赤色 :砒素 (石貢 )・ 鉄 (弁柄 )。 赤色 :水 銀 (辰■

') 陰 肇甚
写所研究所 鞠

91

朱漆菊唐革存星提重 赤色・浸赤色・暗赤色・明赤色 :水 銀 (辰砂 )。 暗赤色 :水 銀(辰砂 )。 緑色 薄緑色 :水 銀 (辰砂 )・ 砒素 (石

黄 )。 黄色・茶 :水銀(辰砂 )・ 石此素 (石黄 )。 持ち手金具 :銅 (純銅 )。 徳利 :錫 鉛 (錫 81%:鉛 19%程度 ) 酵
臨脚

32

黒漆山水稜閣人物再塁鼓箱 赤 :水 銀 (辰砂 )。 緑色 濃緑色・茶色 :水 霊R(辰砂,砒素 (石 貢 )。 貢働 :わ比素 (石 貢 ,。 金色 :金・れlt索 (11

黄 )・ 水a長 (辰砂 )。 岩肌茶 :砒素 (石黄 )・ 水銀 (辰砂 )。 赤色 (花文様):砒素 (石黄 )・ 水銀 (辰 砂 )。 赤色 (身

の底)鉄 (弁柄 ) 膵評
赫劉讃岐製漆器。

33
黒漆牡サ十七宝緊沈金丸櫃 黒 色 :歎・鉛・カルンウム。身上 稼 晋II(質 色 及 ひ金 色 ,:鉛・う比素 (伯 貢 ,・ 笠 。縦 金 具 :嵌・躙・車 鉛 沖縄美ら島財団

標承評脇劉質料の,買調査

34
黒漆 日輪鳳凰瑞雲点斜格子沈

金丸櫃

黒色 :akカ ルシウム 鉛・金。金色 :金・鉛。蓋部分 (黒 色及び貢色 ):項 1と素 (石 貢 )

爆離離腑新判
35

黒漆輛衝来鼠沈金八角食龍 黒 色 :鉄 カルン,ム・鉛 。金 色 :鉛・釜

曝 訴甚
尋野研断 渕



黒 漆 鳳 凰 文 況 壼制 lt八 角 第 暗緑色 :銅 (緑青 )・
g口ヽ 。赤色 :水銀 (辰砂 )鉛。自色粒 :水銀 (辰砂 )・ 鉛。茶色 :鉛

37
赤色 :水霊長(辰砂 )。 金色 i水霊長(辰砂)※

'也

色。・霊。含 口部 :獣・カルンウム カリウム 中鵜美ら島財回朱漆巴紋鳳凰七宝繋沈金丸稚

38

赤色 :水銀 (辰砂 )。 金色 :水銀 (辰砂)※地色・金朱漆牲丹t=素 沈釜初・天 日台

栞京文1ヒ財研究所 :早如
朱 漆 山水 稜 閣 人 物 況 盆 皿 赤色 :水銀 (辰砂 )。 金色 :水銀 (辰砂)※地色が反応か 。金 ※沈金の刻線。

4e

東京文Iヒ財研究所 :阜川 中国製漆器か
朱漆山水楼閣人物箔絵漆皿 赤色 :水銀 (辰砂 )。 薄赤色 :水銀(辰砂 )・ 鉛 。金色 :金 水銀 (辰砂 )※地色・砒素 (石貢。婚下漆

'。

明キ(薫色

暗緑色 :水銀 (辰砂 )・ 砒素 (石資 )。 薄責色 :水銀 (辰砂 )※ 地色・砒素 (石 黄 )。 暗緑色 :水銀 (辰 砂 )・ 砒素

(石黄 )。

慕弘群
41

朱漆宝尽箔絵方盆 赤色 :水銀 (辰砂 )。 金色・貢色 :水銀 (辰砂

'・

砒素 (石 貢 )盆

朱漆山水積閣人物箔絵八角粟
道盆

赤色 :水銀 (辰砂 )。 黄色 :砒素 (石黄)・ 水銀 (辰 砂)。 絆鶉 美ら爵財 回

43 祭弘等

宋 漆牲 丹 蛛 泊穣 X庫 赤色 :水銀 (辰砂 )。 金色 (箔絵):水 銀(辰砂)※地色が反応か。砒素 (石 貢。箔下漆)。 晴緑色 明緑色 :わ比素

(石黄)水銀 (辰砂 )。 銀色 !銀 。砒素 (石 黄 )・ 水銀 (辰砂)金。晴黄色・白責色・赤黄色 :水銀 (辰砂 )・ 砒素

(石黄 )。 金色 青金色 :金・銀・砒素 (石黄 )・ 水銀。

沖▼曜美ら島財回黒漆軍花描金網代八角提食蘊 緑色 :鉛 銅・亜鉛。貢色 :鉛・亜鉛 日,。 緑色 :鉛・重担鉛・観,。 金色 :金

45
東京文イし財研究所 ;早川

硯黒漆格倒漆穣雷Ⅲ[]穣料希氏オロ

箱

自色 :鉛 (鉛自及び留陀絵塗料 '乾燥剤等 )。 緑色 :砒系 (石貢 )。 赤色 :水 銀 (辰砂 )。 薄貢色 :鉛 (鉛 日)。 茶

色 濃茶色 :砒素 (石責 )。 黒色 :鉛・銅・亜鉛。濃青色 :鉛 (乾爆剤 )・ 銅 (群青 )。

46
東京文1ヒ 財研究所 :阜

"

宋漆 Ш 水 稜 閣
'E錦

泉 迫 霊 赤色 :水銀 (辰砂 )・ 鉛。赤茶色 :水銀(辰砂)砒素 (石貢 )。 貢色 :砒素 (石貢 )。 薄*求 色:砒素 (石貢 )。 赤色 :

鉄 (弁柄 )。 暗赤色 :鉄 (弁柄 )・ 砒素 (石資 )・ 水aR(辰砂)※ 地色が反応か。濃緑色 :砒素 (石黄 )。 下地白色

鉄 ゴロ・`カルシウム。

東京文1ヒ 財研究所 :早コI

衆漆 四 フ〕く稜 閣 人 И
'臣

婦 Xl車 赤色 :水銀(辰砂 )。 貢色 :砒素 (石貢)。 赤色 :砒系 (石貢 )。 ※下地の貢色部′刀`に反胚か。貢緑色 :1比素 (11

黄 )。 緑色・晴緑色 :砒素 (黄 色)。

赤色 :水銀 (辰砂 )。 沖種 美ら爵財 回
束声文1ヒ 財f,究所 :早川

朱漆松霧堪多71盆

黄色 :砒素 (石資 )・ 水銀 (辰砂 )。 晴緑色 :砒素 (石貢 )・ 赤色 :水 a長 (辰砂 )。 自色 :鉛 (鉛 自 )。

泰弘好
lと地域産と思われる。

自雷躍 1野閣人物拍橋漆穣不彫

彩漆箱

50
秦私学

l也地域産と思われる。
黒漆人物堆形漆箱 赤色 :水銀 (辰砂 )。 砒素 (石黄 )。 晴緑色 :砒素 (石責 )・ 水銀 (辰砂 )。 貢色 :砒素 (石貢)。

棄料の材資調査
他地域産と思われる。
後世修理で使用され
た材質が反応している
可能性もある。

暗青色 :鋼・亜鉛・鉄 クロム・バリウム。明青色 :亜 鉛・鉄・クロム・バリウム。日色 :」担鉛・獣・クロム ハリワ
ム・カルシウム。茶色 :銅・亜鉛・鉄 カルシウム。暗緑色 :銅・亜鉛・鉄 カルシウム ′ヽリウム・クロム 鉛。赤

色 :鉄・鉛・水銀。金色 :カ ルシウム 銅・亜鉛・鉄。飾金具 :銅・亜鉛 (真鍮。銅66%:亜鉛34%)。 吊金具 :鉄。銅

鋸 :銅 :錫。機の端 (茶 色):鉛・チタン クロム。

蒸弘学

51

木彫彩絵銅鍵

緑色 :藍・砒素 (石責 )。 黒色 :鉄 (漆 )。 金色 :金。赤 :水 銀 (辰砂 )
き備回路大学 :下 山進等

緑漆牡丹盾専石畳況盆】唇

緑色 :藍・砒素 (石黄 )・ 鉄 (漆 下地と推定 )・ 金 :距 粉の金と推定 )。 赤色 :水 銀 (辰砂 )。 金箔 :金。
吉備回瞭大学 :下山進学

良綜漆山水稜閣人物泊綴六周

籠

54
(一

鉛

(

。灰青色 :鋼・墨 (緑

)多くのポイントで金検出( か )。

東京文化財研究所 :早 川

緊■学(“物顔料)

占備口瞭大学 !下山進等
(転切顔料 有機業料)

造手板製作時に調査
黒漆花島爾昭絡距絵真龍

55
嘉3巻

翌観音 1家 青色 :鉄 (プルシアンブルー)

目視で確認できる色 :

・本一覧表は、2022年 3月

代の色材訓達の傾向を

のヽで、
称を記載しておく。

(石責 )

例示 青色 :藍 緑色 :藍・砒素 (石黄 )。

々 てもらいたい
が公開されれば、さらに詳細な前

調査分析作業
て し



色材使用の特徴絵画・書跡 漆 〓 歴史 E金エ 染織 陶芸

白色

鉛 (鉛 自 )。
カルシウム (胡

粉)※。

鉛 (鉛 自)。

酸化亜鉛
カルシウム (胡粉 )

※。

鉛
鉄
鉛

別
め

・力,レシウム・カリウム・

(力
`ラス) 。

(力

Sラ
ス)。

ウム・力,レシウム (力
゛
ラ

鉛 (鉛 白)。 力,レシウム。
鉄。

・近世期の 日本における自色

色材の使用は胡粉中心であ
り鉛白を豊富に使用する琉
球の事例は特異なものと言
える。

・鉛白は絵画・型染 (紅型)

に多用され漆工品でも密陀
絵加飾を中心に使用。

砂 )。

鉛 (鉛丹 )。

鉄 (代ヤ者)。

赤色染料。
ラック (聴

脂 )。

千二―ル (聴

脂 )。

( 辰水 銀 銀
，

く
銀

＞
＞
く

水
砂
鉄
水
砂
柄
鉛
水

(辰

弁柄)。

(辰
・鉄 (弁

砂 )・ 社し素
(石黄)。

水銀 (辰

砂 )・ 染料。

鉛丹 )

銀 (辰

鋼 (少量)・ 亜鉛
(少量)・ 鉄 (少

量)(が ラス)。

鉛 (が ラス)。
鉄 (少量)(が ラ
ス)。

水銀 (辰砂 )。

陳脂。
鬱金・紅花。
水銀 (辰砂)・
染料 (茜若 しく
は蘇芳の可能性
り
＜
花
芳

ｏ

有
鉄
紅
蘇
茜

弁柄 )

)。

鉄 =鉛 '亜鉛 。 ・辰砂は棺案史料に記録が多
数残つており、実際に絵画
・漆工品 '型染 (紅型)

等、多くの分野で多用され
ていたことが確認できる。

・陳脂も輸入や正殿重修に使
用された記録があり、実際
に絵画・染織には使用され
ている。

・蘇芳・紅花 =茜等の輸入染
料の使用も確認された。な
お、紅花は一部国内産の可
能性もある。

赤色

鉛 =鉄 (少量 )

(力

゛
ラス)。

鉛・カルシウム・鉄 a錫

(力
`ラス)。

鉛 (が ラス)。
鉄 (が ラス)。
鉛 !銅

(力
`ラス)。

砒素 (石貢)と
染料 (福木の可

能性有 り)両染
染料 (福木の可
能性有 り)。

砒素 (石黄)。

鬱金。
黄葉。
水銀 (辰砂)・
砒素 (石黄)。

鉄 (黄土)。

亜鉛・カルシウ
鉄
鉛

ム
。

・石黄は槽案史料に記録が残
つており、実際に型染 (紅

型)資料に地色染含めて多
用されている。

・漆工品の石黄使用の事例で
は密陀絵加飾等で部分的な
使用や緑色表現の混色色
材、箔絵の箔下漆としての
使用事例が残つている。

・絵画では藤黄等の黄色染料
使用の事例が確認できる
が、染織・漆芸のように石
黄の使用事例は残つていな
い。分野間で黄色色材の使
用に差異がある。

E但 し代緒と主要原料が同じ
黄上は使用事例は少ないが
絵画・漆芸・染織に使用さ
れている。

・染織では国内調達が可能な
鬱金の使用も確認できる。

責色

貢色染料。
藤黄。
鉄 (黄上
か )。

砒素 (石

黄 )。

鉄 (黄土)。

銅・亜鉛 (真

鍮か )。

鉄●
°
ルシアシフ

ヾ

)。

藍。
ヨハ

゛
ルト。

青色染料・塁

混色。

有機系紺色顔
料。
鉄 (フ

°
ルシ7ンフ・

コ′ヽ ルト

ム。

鉛 (微量)・ カリウム(多

量)=カルシウム(多

量)・ マンがシ(少

量)・ 鉄 (少量)・
銅 (少量)(が ラ

卜 (力 `ラス)

・ コ′ヽ ル ・マン

デン・鉄・ニッケル・

銅・亜鉛・ビスマス

(呉須)。

砒素・コ′ヽ'ル ト・マン

がン・ニッ句レ・銅・

亜鉛 (呉須)。

鉛・亜鉛・コドル
ト・砒素 (呉

須)。

色材の各分野との比較と特徴

ルシ7ンフ・

表5

で

が可能な藍の使用が確認で
きる。

・乾隆42(1777)年 の棺案史
料に輸入記録が残る洋青 (

フ
°

,レシアンフ・ルー・ベロ藍)の使
用が絵画・染織・漆
芸で確認できる。

・フ
°
ルシ7シフ

Sルーが確認された資
料は現状では製作時期が17

77年 以降と推測でき、琉球
関係文化財の製作年限を考
察する基準の一つとなるこ
とも重要である。

・例示として漆芸のフ
°
ルシ7シフ

゛

ルーの使用事例は円覚寺仁エ

レ一
　

　

け

　

ｏ

，レ・，。藍。ゅと藍両染。ゆ的鵜錦亜鉛 (が ラ

軟玉の一

銅

珀
鉛

銅

ｏ

ル

ｉ

　

ｏ

く

鉛 (軟玉の一

種)。

青色



像残欠で19世紀頃に仁王像
の修理があつたことを裏付
ける根拠の一つとなる。

・石青 (天然呉須)は柏案資
料に記録が残つており、実
際に陶器の染付の釉薬とし
て砒素 =スマルト等が含まれる
天然の鉱物顔料 と思われる

素材が確認できる。

・緑色系色材は緑青のように
単体の鉱物顔料の使用も確
認できるが、多くは黄色系
色材と青色系色材の混色で
使用されている。

・漆工品では輸入鉱物顔料の
石黄と国内調達が可能な植
物染料の藍の混色事例が確
認できる。

・染織は黄色系色材が輸入鉱
物顔料の石黄、植物染料の
黄栄・国内で調達可能な植
物染料の鬱金等が使用され
ている。青色系色材が鉱物
顔料はフ

°
,レシ7ンフ̀ルー、植物染

料の藍が使用され、漆工品
より多様な組合せで緑色の
表現を行つている。

・絵画は混色の場合、藍・藤
黄の植物染料の組合せとな
り石黄使用の事例は現在確
認されていない。

・陶芸では銅・亜鉛の真鍮釉
の使用が確認できる。

緑色

銅 (緑青 )

銅・祉し素 (花

緑青か )

藍・藤黄混色
砒素 (石

責)・ 有機系
紺色顔料 (藍

か)混色。
銅 (緑青 )・
鉛 (鉛白)混
色。
銅 (緑青 )・
砒素 (石黄 )

混色。
砒素 (石

黄)=水銀
(辰砂)混色
(未検出の青

色系色材存在
か )。

鋼 (

砒素
黄 )

色。

＞
　
混

青
石
藍

縁
ぐ

・

・鋼・カリウム・鉄
力
゛
ラス) 。

・鉛・亜鉛・カルシ

(力

゛
ラス) 。

・銅 (力
`ラス)。

・銅 ,亜鉛 ば ラ

カルシウム・鉄 (軟玉の
一種)。

鉛
く
銅
舛
鉛
鉛
か

鉄ばルシ7ガ ル→・

染料。
藍・黄色色材
(材質不明)。

鉄 (フ

°
ルシ7ンデルー)・

黄色色材 (材質
不明)。

鉄 o° ルシアンフ・ル→・

砒素 (石黄 )。

藍 =鬱金 (重

染)。

黄葉・藍 (重

染)。

藍 =砒素 (石

黄)。

・亜鉛 (具鰍鋼

釉 )

・墨は記録や書跡を認める材
料としてだけでな く、型染
(紅型)の黒色表現にも使用
された。また染織では藍に

塁を混ぜて濃青色 を表現す
る使用事例も見受けられ

る。
・「貝招奉行所関係文書」や

首里城重修関係史料では灰
塁の調達記録が残 つてお
り、漆に混ぜて黒漆精製に

も使用された。実際に漆塗

膜分析では漆塗装の層に沈

殿する油煙が確認 されてい

る。

黒色

炭素 (墨 )。

鉄。
鉄 (黒漆の顔
料由来)。

炭素 (油 煙
(墨 )。 黒漆

の顔料由
来 )。

炭素 (畳 ) 鉛・マンがン・鉄 'カ リ
ウム・ 9同 ・力,レシウム (力

・

ラス)※。
・鉄・鉛 (が ラ

`銅・亜鉛 (が ラ

(が ラス) 。
・マシカ

・ン (力
゛
ラ

・銅 (が ラス)。
・鉄・マン方

や
ン・銅

力・ラス)。

銅
か
鉄
か
鉄
鉄
か
鉄
鉛
く

鉄 (タ ンニン系植物
染料使用の鉄媒
染推定)。

墨。
墨・藍。

金は金製品の場区体、箔絵・

沈金等に使用。「貝招奉行
所関係文書」に「和三寸三

分かく赤金薄」とあり日本
市場より調達したと思われ
る。また「赤金薄」とあり
赤味を帯びた金色や金箔を
使用していた。前近代では
金の純度は低いと思われる
が、何がしか赤味をあげる
科学的な措置を行つていた
と思われる。

金色

亜鉛 (真

金
銅
鍮 )

金※。
銅・亜鉛 (真

鍮 )。

錫・硫黄 (硫

化錫使用の模
造金の可能性
有 )。

逝苫 。



銀色
銀 。 銀 。 銀 。

※
備考

※自色の本紙
全体からカルシウ
ム検出は表装
具の美栖紙・

宇陀紙由来の
可能性有。
胡粉使用の絵
画No.17は 日本
人絵師の模写
の可能性有。

※自色の胡粉
事例は円覚寺
仁王像。屋外
建築・彫刻に
は胡粉使用
か。その他のカ
ルシウム検出事例
は塗1莫 下地

層。
金・砒素 (石

黄)が同一ポ
イントより検
出事例が多
い。箔絵の箔
下漆に黄色色
材使用。

がラス製品は鉛カ
ヤ
ラス

の事例が多いが一

部、カリウムを使用し
た力りがラスの可能性
のある事例もあ
る。

型梁 (紅型)資
料は地色も含め
て輸入鉱物顔料
を多用 しつつ植
物染料も使用 し
ている。
織資料の糸染色

材は基本植物染
料中心だが一部
辰砂による顔料
で糸染を行つた

事例もあった。

梁付の阿器の言
色顔料には輸入

呉須を多用 して
いる。



 まとめ 

 ・「御籠飯」、「御玉貫」・「御玉垂」は、製作技術のルーツや、原材料は国外産だが、その道具の仕様・器形は、今のところ他地域に類例は

なく、琉球独特の祭祀儀礼道具。 

・共飲儀礼に使用される「御籠飯」、「御玉貫」・「御玉垂」は、国外の工芸技術を導入し、舶来の原材料で製作された王府にしか調達しえな

い祭祀儀礼道具と位置付けられていたのではないか。 

 ※ただし近世琉球末期になると、王府の祭祀儀礼を富裕な士族層（首里・那覇、離島を含めて）も模倣し、製作仕様を落とした「御籠飯」、

「御玉貫」を製作した痕跡はある。 

 ※「御籠飯」の場合、総沈金から箔絵。図案の簡略化。家紋を自家の家紋とする。「御玉貫」の場合、配色の変更。家紋を自家の家紋と

する。 

・古琉球期、女神官等に運営・保管管理を任されていた「御籠飯」、「御玉貫」・「御玉垂」は、近世琉球期にも共飲儀礼の場で祭祀儀

礼道具として引き続き使用。 

・古琉球的な沈金で花鳥虫を描写したり、六弁花を編んだ図案が、近世琉球期になると男性官人に運営・保管管理が任されるように

なり、王家の紋章である巴紋を中心とした図案構成に変容していった。 

・「御籠飯」、「御玉貫」・「御玉垂」は、古琉球期、女神官を担い手とした宗教的な神事としての共飲儀礼で使用された道具から、近

世琉球期には、少なくとも首里城を中心とした王府祭祀の中では王族や首里士族を中心とした男性官人が参加する祭祀儀礼空間の

中で、国王家の王権を誇示する道具として使用。国王家の琉球支配と家臣団の身分・知行・役職等の安堵を確認しあう場を演出す

る政治的な装置の一つとして機能を変容させながら古琉球期から近世琉球期にかけて長期間、王府の中で役割を果たした祭祀儀礼

道具であったのではないか。 


